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は じめに
文部科学省の幼稚園教育要領と、厚生労働省の保育所保育指針では、小学
校就学前に育つことが期待される5つの領域が述べられている。その領域の
1つである「表現」では、豊かな感性や表現する力を養い、膚J造性を豊かに
することを目的としている。この領域における「内容」の1つに「音楽に親
しみ、歌を歌つたり、簡単なリズム楽器を使つたりなどする楽 しさを味わう」
と書かれている。つまり、「遊び歌」や簡単な合奏を含め、子どもが音楽に触
れる機会を持つことは、心身のすこやかな成長に影響を与えるのである。
筆者が保育士として働いていた際、子ども達の前でピアノを弾く機会を多
く持った。子どもの身体表現を促すピアノの即興演奏や、歌の伴奏をはじめ、
ピアノを伴わない簡単な手遊び歌等もおこなってきた。保育雑誌に書かれて
いる年齢の目安等から音楽を選ぶことが多く、子どもの成長・発達状況に応
じて掲示されている音楽はほとんどみられない。様々な音や音楽が子ども達
を取 り巻く中で、「子どもの年齢や心身の発達状況に応 じた音楽とはどのよう
なものか」、また「そのような音楽には特徴があるか」と筆者は疑間を持つた。
そこで本論文では、「子どもの音楽」について海外と日本それぞれの変遷を
調べ、今 日まで継承されてきた 「子どもの音楽」について分析・考察をおこ
ない、海外 と日本それぞれの 「子どもの音楽」を比較・考察し、共通点や特
徴等を明確にする。また、子どもの成長・発達と音楽の関係について、「子ど
もの年齢に伴 う身体発達、身体表現と音楽の関係、心と音楽の関係」等、多
角的な視点から考察をおこなう。総合的な考察を基に、既成曲のアレンジと
新曲作成を試みることとする。
本論文において、「子ども」とは、「保育園児、幼稚園児、家庭保育を受け
る子ども、0～6歳児」と定義する。「子どもの音楽」とは、「遊び歌も含め、
歌うことや、音楽に合わせて身体を動かすこと自体が楽しさにあふれるもの」
と定義する。「遊び歌」とは、「子ども達が遊ぶときに歌 う歌、また、遊びの
要素を持たせた歌」と定義する。
第I章 海外と日本における「子どもの音楽」
第1節 海外における今日までの変遷
日本の幼稚園に唱歌を導入するにあたり、海外の保育園や幼稚園の影響を
受けたことは言 うまでもない。第一項では、幼稚園の基礎を築いたフレーベ
ルが活躍 した ドイツをはじめとして、ヨーロッパ、南北アメリカ等、「欧米諸
国」における保育園や幼稚園の変遷について大まかに述べたい。また、第二
項では「欧米諸国、アジア諸国、上記以外の地域の国々 (アフリカ大陸等)」
の3つの地域に分類 し、特徴のある「子どもの音楽」について述べていきた
い。必ず しも学問的な根拠に基づく分類ではないが、「子どもの音楽」を容易
に比較するための方法として、3つの地域に分類 した。第二項では、今 日の
海外の遊び歌として、英語圏で歌われている遊び歌について述べたい。
第一項 欧米諸国における、保育園と幼稚園の変遷
幼児教育の基礎は、ドイツのフリー ドリッヒ・ヴィルヘルム・アウグス ト・
フレーベル (Friedrich Wilhelm August Frёbel、1782‐1852)により築かれ
た。それ以前にイギリスで、ロバー ト・オウエン (Robert Owen、1771‐858)
により就学前の子どものための学校が形成されたが、現在の幼稚園の実態は、
ほとんどがフレーベルの構想の中にあつたため、フレーベルが幼児教育の生
みの親として知られている。
フレーベルは、教育思想の実践の最初の場は家庭であるとし、人間教育の
出発点は母であり、母の愛であり、母と子どもの内面的一致である 1)と考え、
1844年に『Mutter und Koselieder(母の歌と愛撫の歌)』を出版した(図1)。
全58曲中、7曲が「母の歌」、50曲が「遊戯歌」、1曲が「結び歌」である。
日本では1897年にA・L・ハウにより『母の遊戯及育児歌』として訳され、
1)西垣光代『人間教育の探求 創刊号 ～
想の今日的意義～』日本ペスタロッチ ・ー
「母の歌と愛撫の歌」におけるフレーベル教育思
フレーベル学会、1986、p.51
全49曲が紹介された (図2)。母が幸福な思いで子どもに歌を聴かせ、共に
遊ぶうちに自然に子どもの身体や心を育て鍛え、子どもの教育について基本
的原理や方法を理解できるように配慮されている
'。
フレー ベルの思想を、
日本の風俗習慣に適合させるため、挿絵や七五調の歌詞表記等、形態の変化
を行い取り入れた。下巻には、育児歌の遊び方の説明が書かれている(図3)。
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【図1 『母の歌と愛撫の歌』】
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【図2 『母の遊戯及育児歌』翻訳版】
?
?っ?
，
，
?
?，
，
?
?、?
?
???
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
の前掲書 1)、p.52
宗教と哲学と芸術が美しく調和されたユニークな教育書は、「母の聖書」と
呼ばれ、日本でも保育者教育には欠くべからざるものとして重視されていた。
日本で発行された『母の歌と愛撫の歌 9』 では、一部の曲に対して楽譜が掲
載されていた (図4)。作詞はフレー ベルであるが、翻訳と作曲は日本人によ
るものである。
|=:慕ミ||101ヽ■ |ド
【図3 遊び方の説明】        【図4 楽譜】
ドイツの保育園や幼稚園では、フレーベルの影響を受けた園もあれば、シ
ュタイナー教育を行 う園や、どちらの影響を受けていない園も存在する。シ
ュタイナー教育については第Ⅱ章第2節で述べたい。 ドイツにある全部の園
がピアノを置いているのではないため、先生の歌唱を真似て歌 う環境におか
れている子どももいる。先生の音楽的感性により、子 どもの音楽的感性も左
右されかねない状態なのである。
Dフリー ドリッヒ。フレー ベル『フレー ベル全集 第5巻 母の歌と愛撫の歌』玉川大学出
版部、2008
また、保育園や幼稚園教育に影響を与えた人として、モンテッソーリとオ
ルフについても述べたい。マリア・モンテッソーリ(Maria Montessori、1870…
1952)は、貧困層の健常児を対象とした保育施設「子どもの家」を設立した
イタリアの医者である。彼女は、幼児教育における感覚教育の重要性を唱え
た。彼女は、教育にはそれぞれの学習に適した年齢があり、その時期を逃す
と能力の獲得が難しくなると考えた (敏感期)。 彼女らが開発した教具のなか
で音楽に関しては、聴覚を刺激する教具として「音感ベル (写真 1)」等が存
在する。自黒のベルと、天然木のベルの2セットがあり、自黒のベルはピア
ノの鍵盤と同じように半音階がある。天然木のベルも、自黒と同じ半音階の
ベルの色違いになつている。これは、自黒のベルと天然木のベルを、同じ音
色のものをペアリングするという遊び方と、自のベルだけを抜き出して音の
高低で並べ替える遊び方が存在する。単に歌つたり合奏をしたりするのでは
なく、子どもの聴覚に働きかけつつ1つの遊びとして、子どもと音楽の関わ
りを場が存在していることは非常に面白い。
【写真1 音感ベル】
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カール・オルフ (Car1 0r■1895‐1982)は、 ドイツの作曲家でもあり教
育家である。オルフは、音楽学習における初歩の段階を重視し、生活の中の
言葉 (母国語)を最も原初的なリズムと考えている。鳥の鳴き声や動物の鳴
き声等の身の回りの音の世界にもメロディがあるとし、それを原点とした教
育方法もとられている。また、子どもの生活の中にあるものをそのまま引き
出し、話し言葉の持つリズム、抑揚等を原点にしている。
オルフはメソッドを残しておらず、オルフの作品群と彼の理念のみ残され
ている。子どものための新たな楽器の開発として、音板の取り外しができる
木琴や鉄琴、簡単に叩くことができる打楽器等があり、いずれも音色豊かで
優れている (写真 2)。
【写真2 オルフ楽器】
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第二項 海外の「子どもの音楽」
① 欧米諸国の「子ども音楽」
アルファベットや英語を用いる欧米諸国では、「マザーグース」というイギ
リスの伝承童謡、いわゆる「伝承的なわらべうた」が広く知られている。日
本では「London Bridge(ロンドン橋)」 や「Mary had ahttle lamb(メリー
さんの羊)」 等が知られている。
欧米諸国は狩猟民族型に当たるため、跳躍的な動きの音楽が多くみられる。
「ロンドン橋」の音楽の、最後4小節を例にあげたい (譜例 1)。1小節日で
は、付点のリズムがみられる。さらに3、 4小節日では、4度、3度等のよ
うに幅広く音が移動している。このような跳躍的な動きの音楽が「マザーグ
ース」をはじめ、欧米諸国の民謡等に見られる。
【譜例1 「ロンドン橋」最後4小節】
●ン  ドン は  じ しま しょう
また、アウフ・タク ト (弱起)始まりの音楽が多く存在 している。これも
跳躍的な動きの音楽と感 じさせるリズムであろう。アウフ・タク トの音楽が
生まれる理由として、言語発声の影響を受けていると考えられる。例えば、
英語や ドイツ語の場合、冠詞・接続詞・前置詞等はすべて弱く発音 し、反対
に名詞・動詞等は強いアクセン トをつけて発音をする 。。これ らを考慮する
ことでアウフ・タクトの音楽が多く作られ、「歌いにくく廃れてしまう」とい
うこともなく、現在まで継承されてきたと考えられる。
さらに、西洋音楽等の影響からか、8分の6拍子や4分の3拍子等の音楽
も多く存在する。アウフ・タク トと8分の6拍子の例 として、「The Farmerin
the Dell(ひげのおじさん)」 をあげたい (譜例 2)。
。浜野政雄、西園芳信、山本文茂編『子どもと音楽 ③子どもの生活と音楽』同朋舎、1987、
pp.162-163
どう
【譜例2 「ひげのおじさん」】
鑢ヽ 漁tr―rぷド:蒔
1濾 '時 撫 懇 ‐ 蒙"轟 撫 無 ‐ 暉 轟  撫 醸 、 |
他に、欧米諸国はダンスパーティやフォークダンス等、積極的な男女の交
流があり、それらには音楽が有効な役割を果たしている。子どもの音楽でも
「Skip to my Lou(さぁ、さぁ、スキップしましょう)」 といつた、典型的な
パー トナー選びの遊び歌も存在する。
② アジア諸国の 「子 ども音楽」
日本も含めアジア諸国では、農耕民族型であり、天然現象、自然の風物、
四季の移 り変わり、これに関連 した労働生活等をテーマにした音楽が多くみ
られる。儒教の教えに基づき、古くから男女接触をタブー視する習慣が、わ
らべ うたの内容に大きな影響を与えている D。 宗教の影響を受けたため、国
が異なったとしても、「わらべ うた」には共通性がもたらされた。身体の動き
は、平面的で跳躍的な動きが乏しい特徴がある。具体的には、1拍日と3拍
目に手拍子を打つような、畑を耕すような、のんび りとした音楽が多い。付
点のリズムの音楽はほぼ見られず、淡々と8分音符が並ぶような音楽が多く
みられる。また、中国、韓国のわらべ うたは五音音階 (ペンタ トニック)、 ヨ
ナ抜き音階のものが多くみられる (図5)6)。例として、中国の子どもの音楽
として、「新聞売 りの歌」をあげたい (譜例 3)。このように、「五音音階、4
分の4拍子、アウフ・タク トではない、付点のリズムがほぼみられない」と
いつた特徴を持つ曲が多くみられる。
5)塙南素薪彗4)、 p.155
6)|■夕肇蓬事4)、 p.162
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アジアの梅 べうた 欧米のわらべうた
二警構途
重奮機燿
醸警構態
五警緩達
【図5 わらべうたの構造の比較】
【譜例3 「新聞売りの歌」】
フィリピンはタガログ語 といい、アルファベ ットを使用する国である。ま
た400年近くスペインの植民地であつたこともあり、音楽もスペインの影響
を受けている。そのためか、弱起始まり、4分の3拍子、8分の6拍子の音
楽も存在する。フィリピンのバンブーダンスで、よく使用されている音楽で
もある「Tinikling(ティニクリン)」 を例にあげたい (譜例 4)。終止形で終
わつていない点が、わらべ うた独特の雰囲気を感 じさせる。
【譜例4 「ティニクリン」】
なか、なか モと源よムハイ,ティニケ
'メ
ス 卜節 卜鬱 だ静 勢 ン 絶 け の 機
′マガ 賞ダン スめ憑たこ 枠難 しの くるくる なわ &、 と摯脅よう 義
インドネシア、マレー シア等の子どもの音楽は、中国のように淡々と8分
音符が使われ、平面的に感じる。音程がなくリズムがメインの音楽遊びも存
在する。インドネシアの「Duamatasaya(譜例5)」を取り上げたい。
【譜例5 「Duamatasaya」】
机 |^禽 輔 ―織 鑢 ― 鱗 施 ―こヾ 鐵 慰憮―油
③ 上記以外の国々の 「子 どもの音楽」
上記以外の国々、例えばアフリカ等はわずかな資料 しか存在 していないが、
概略をとりまとめると、 日本及びアジア諸国と似ているところがみられる。
男女の交流についても、欧米諸国のような華やかさはほとんどみられない 7)。
日本で有名なものとして、ガーナ民謡である「CheChekule(チェッチェッ
コリ)」 等があげられる (譜例 5)。日本のCMで紹介された腰を振る振付け
ではなく、ガーナでは身体の一部をたたきながら、こだまのように歌 うエコ
ーソングとして遊ばれている 8)。 譜例6のように、1人が大きい音符の部分
を歌つたのち、他の人々が小さい音符の部分を歌 うのである。
ガーナは約半数がキリス ト教、次いでイスラム教徒が多い。アフリカもキ
リス ト教徒がほとんどである。欧米諸国と宗教は同じではあるが、アフリカ
の生活環境が影響をしているためか、独特のリズムや音程が感 じられる。
チェッ チェッ コ リ
リサンサマン ガン サン サ マンガン ,レ サマン ガン ホンマンチエッチエツ
7)前掲書 4)、 p.135
0メデー リート炉も言善  http://www.worldfolksong.com/songbook/others/kyekye.htm
【譜例6 「チェッチェッコリ」)】
リサンサマンガン
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第二項 今日の海外の「子どもの音楽」
日本のNHKの教育番組では、子どもを対象とした番組として「おかあさ
んといっしょ」等があげられる。同様に今日、海外で放送されている番組と
して、伝承音楽が中心の「マザーグースクラブ」と、時代に応じたオリジナ
ルの音楽を子ども達に提供する「ザ・ウィグルス」について述べたい。
① マザーグースクラブ
マザーグースクラブは、古典的童謡を現代の世界中の子どもや親達に広め
るため、母親 と元教師により作られた、アメリカで放送を開始 した番組であ
る。最近の研究や現在のカリキュラムにより設計されている。6人の登場人
物の特徴を活かし、生き生きとした歌やビデオ映像により、楽しみながら読
み書きの能力を促進させようとしている。2009年のテレビ放送以来、愉快な
ビデオ映像で教材を伝え、YouTubeでは4億回の再生回数を誇るマルチメデ
ィア資源となった。
マザーグースクラブのH P9には、歌やビデオの他、遊び方や楽譜まで掲載
されている。身体遊びの他、動物、数、食べ物に関する歌、と分類されてい
る。YouTubeでは145曲掲載されている。その中でも最も人気があり再生回
数の多いものとして、「Ring a Jig」ig(57,000,000回以上、譜例 7)、Wheels
on the Bus‐Back to School!(27,000,000回以上)」 等があげられる。「Ring a
Jig Jig」は、「ロン ドン橋おちた」の音楽に似ているが、遊び方は異なってい
る。遊び方はとてもシンプルである。広い場所において歌いながらリズムに
合わせて部屋中を歩き回り、「フレンド」という歌詞の部分で、近くの友達の
前で止まって握手をする。その後、「ハイホー」という歌詞の部分ごとに、お
互いの左手、右手と手を合わせる。2番を歌 うときは、その友達と一緒に歩
き回る。このように、一緒に歩き回る友達が増えていく遊びである。
「Ring a Jig Jig」をはじめ、マザーグースクラブで放送されている楽譜の
91マザーグースクラブhttp://―.mothergooseclub.com/about.php
特徴は、8分の6拍子や、弱起、裏拍を感 じる曲が多いところである。また、
隣り合った音の飛躍が大変激 しい音程 (5度の飛躍)や、シャープやフラッ
トにより大変近い音程 (短2度)等が多い。英語圏の言葉が持つビー トの感
覚が感 じられる。
【譜例7 「Ring a Jig Jig」】
鸞 ‐ry g●● 無轟
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② ザ・ウィグルス
次に「ザ・ウィグルス」というグループと、彼らの作る「子どもの音楽」
について述べたい。「ザ・ウィグルス 10」は、1991年にオーストラリアで結
成された、保育園児や幼稚園児を対象とした音楽バンドグループである。ア
メリカ、カナダ、ニュージーランド等の英語圏でも親しまれ、2008年までに
多くの賞も受賞している。初期の主なメンバーは黄、赤、青、紫をイメージ
カラーとした個性あふれる4人の男性と、着ぐるみのキャラクターが3匹、
男性船長が1人の計8人のグループであつた。主なメンバー4人のうち3人
が、幼児教育の免許を持つプロフェッショナルであつた。現在は主なメンバ
ーが年配になったため、女性が1名と男性3名のメンバーに入れ替わり、舞
台やTVにおいて活躍を続けている。
10))ザ・ウィグルスhttp://―.thewiggles.com/
12
「ザ・ウィグルス」が作詞作曲をして奏でる音楽の特徴として、「わかりや
すい、思わず口ずさんでしまう、可愛い歌詞、とにかく明るい」等があげら
れる。主なメンバーの1人であるジェフは音楽に関して「彼らが理解できる
ことをシンプルに、リズミカルに、楽しく伝えるよう心掛けている。子ども
は純粋で、単純な物事にエキサイ トしてくれる。音楽は健全な成長に必要で
あり、子どもの成育や親子の繋がりにも良い」と述べている 11)。彼らの音楽
として「Hot Potato(ホットポテ ト)、Fruit Salad(フルーツサラダ)、I dimb
ten stairs(階段をのぼろう)」 等がある。食べ物や数字等、子どもが興味関
心をもつ物をテーマとした音楽が多く作られている。その中から、「Hot
Potato」の楽譜を取り上げたい (譜例8)。
【譜例8 「Hot Potato」】
識湾な丞編鍮稀成角ン燎―綸 識が等鮨螂詠え鶴 ―t絆毎 織 軸 撫 ‐眸
燃 "縛 お ■総 ■ゎ お ―篠―鰺 Po"餞―tol Po■議‐t●
楽譜からうかがえるように、スウィングのリズム、裏拍であり、日本の「子
どもの音楽」とは異なる、英語圏特有のリズム感がある。テンポも速く、 1
音ずつ話す「ジャパニーズ・イングリッシュ」では歌えない。要するに、Hot
を「ホット」と歌 うのではなく、「ホッt(子音のみ発音)」 と歌う必要があ
る。このような歌詞の特徴については、第 I章第3節で詳 しく述べたい。歌
詞は非常にシンプルで、「HotPotato」という言葉のみを繰 り返 し用いている。
音域は、広いものでは7小節 日の完全5度、狭いものでは8小節 目の短2度
である。音域の広狭が目立つところが英語圏の 「子どもの音楽」らしさを作
り出していると感 じた。
11)ジェフのインタビューhttp://―.cheers.com.au/entertainment/interview/643/
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第 2節 日本における今 日までの変遷
ここでは、日本における保育園と幼稚園の変遷と、子どもの音楽の変遷に
ついて述べたい。第一項では、戦前の「子どもの音楽」を、第二項では、戦
後の「子どもの音楽」として述べていく。
第一項 戦前の 「子 どもの音楽」
江戸末期の文献にも見られるように、わらべ うたは昔から子どもの世界に
あつたものである。 しかし、明治期の小学校や幼稚園では、わらべ うたを教
材 として取 り上げなかった。わらべ うたが保育教材 として出版されるのは、
戦後の1950年頃からである。
1872(明治5)年の学制において、幼児を保育するための機関として、幼
稚園が初めて導入された。学制において、「唱歌」は正式科 日とされつつも「当
分コレヲ欠ク」とされ、実施されなかった。
1874(明治7)年、当時、愛知師範学校長の伊沢修二が、同校付属幼稚園
で遊戯唱歌の実践を試みた。
1876(明治9)年には、日本初の幼稚園、東京女子師範学校付属幼稚園 (現
在、お茶の水女子大学付属幼稚園)が設立する。東京女子師範学校付属幼稚
園において、初めて遊戯の授業を行 うにあたり音楽が必要になり、音楽の作
成を宮内省式部寮雅楽部に依頼 した。その結果、「保育並二遊戯唱歌」、通称
「保育唱歌 (写真 3、 4)」が作成された。本格的な唱歌遊戯の始まりである。
「保育唱歌」の原本は、雅楽の墨譜である。雅楽の記法で記録されている
ため、邦楽に堪能でなければ理解をするのは難 しい。幸い、これらを五線譜
に直したノー トが残 してあつたため、譜例 9、 10のように、現代でも容易に
理解することができる。
曲数は、異なる歌詞に同じ曲を用いた場合があるので92曲、2番以下で異
なる譜のもの 11譜を加えると合計 103譜にのぼる。歌詞の数は 19番と55
番が同じなので99歌詞、2番以下を異なるものとみなすと更に21歌詞が加
14
わる。全て 卜音記号、単音であり、調号はシャープ、フラットが多くて3つ
表記されている。雅楽の音律であり、五音音階が使用されている。歌詞の 1
音節に対 し、数個以上の音をもつて歌われてお り、グレゴリオ聖歌等のメリ
スマ唱法のようである。
【写真3、 4 『保育唱歌』】F _´¨……… ¨
サ'       レ     if
【譜例9、 10 「学道」】
(歌詞)磨かずば 玉も鏡も 何かせむ
学 (まなび)の道も 斯くこそ在 りけれ
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当時、まだピアノやオルガンは十分普及 していなかつたため、笏拍子で拍
子をとり、未港 の伴奏で演奏された。また、「保育唱歌」は子どもの日常生活
に無縁の雅楽であるうえに、歌詞が幼児向きでなかったため、歴史的な役割
を終える事となった。数曲は歌詞を変更して『幼稚園唱歌集』等に採用され
たが、現在も歌い継がれているのは「君が代」くらいである (譜例 11、12)。
′・  ぶ  卜  十  ' テ
:    A/r      メ
【譜例 11、12
象
「君が代」】
(歌詞)君が代は
巌となりて
千代に 八千代に さざれ 石の
苔のむすまで
1879(明治12)年には、学校教材用の唱歌の作成、編纂と教師の養成機関
として「音楽取調掛」が文部省内に設置された。日本が文化的に遅れている
との判断に立ち、「情操教育としての音楽を国家レベルで国民に教えなくては
ならない」という理念を持つていた伊沢修二は、アメリカヘ留学した際、自
分の音楽教育の先生であったLOWOメイソン (Luther Whiting Mason)を
アメリカから招き、新しい日本のための歌集の編纂に取りかかつた。
16
1887(明治20)年になると、児童雑誌の編集者であった真鍋楚避の『幼稚
唱歌集 (全)』 と、文部省音楽取調掛による官製の『幼稚園唱歌集 (全)』 が
刊行された。後者は、伊沢修二とメーソンが指導にあたつている。これらの
記載されている楽譜はほぼ同様であるが、後者は一部、曲の削除や、歌詞の
変更と削除がおこなわれている。
曲数は、前者が35曲、後者が29曲である: 卜音記号、単音であり、調号
はシャープ、フラットが多くて3つ表記されている。ほとんど、 ドイツやス
ウェーデン等の海外の音楽に、日本語の歌詞をつけたものである。4分の2
拍子や弱起の曲が多く、1曲の平均は12小節である。最高音は「り|1瀬の千鳥
(譜例 13)」に見られる、ファの音である。
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【譜例13 「り|1瀬の千鳥」】
在■お象在在
曲の題材や内容は、「生物 (友達や兄弟、動物、植物)」や「志 (学ぶ心等)」
に関するものに分類することができる。現代でも歌われているメロディも記
載されているが、歌詞や曲名が現代とは異なつている。例えば、「うづまく水
(譜例 14)」の楽譜は、「きらきら星」のメロディと同じである。
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【譜例14 「うづまく水」】
1888(明治21)年には、大和田建樹らにより『明治唱歌 幼稚の曲』第一
集、第二集が刊行された。第一集に関してはデータが発見できなかった。第
二集の曲数は27曲である。卜音記号、単音であり、調号はシャープが多くて
4つ表記されている。4分の4拍子や、弱起の曲が多くみられ、1曲の12小
節前後の短い曲である。最高音は「昔の儀式 (図6)」等にみられるファの音
である。13小節から14小節にかけて、1オクターブの下降音が見られる。
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【図6 「昔の儀式」】
18
1890(明治23)年には、赤沢鐘笑・ナカ夫妻により、日本最初の保育事業
がおこなわれた。
1892(明治25)年には『幼稚園唱歌 正編』が、1896(明治29)年には
『幼稚園唱歌 続編』が、頌栄幼稚園の開設者であるA・L・ハウにより刊
行された。曲数は、前者が94曲、後者が56曲である。従来のように歌のみ
の楽譜が記載されているのではなく、両手による伴奏譜 (大譜表)も記載さ
れた。また、Sostenuto等の強弱記号も表記されるようになった。4分の4
拍子や弱起の曲が多く、 1曲の平均は8小節である。調号はシャープ、フラ
ットが多くて3つ表記されている。目次には「祈りの歌」「指遊の歌」等に分
類されて、項目ごとに題名が書かれ、音楽が紹介されている。前者のみ、歌
詞にあわせた手の絵が34曲描かれている。図7の「愛する母」の楽譜では、
8小節目と10小節目の終わりにはアウフ・タクトが見られる。
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【図7 「愛する母」】
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1893(明治26)年には『絵入幼年唱歌』が刊行された (図8)。曲数は150
由に及ぶ。楽譜は掲載されず、歌詞と絵のみが掲載されている。絵の数は少
なく、約5ペー ジに1回、1ペー ジの半分の大きさの絵が1つ描かれている。
歌詞は全て七五調である。
【図8 『絵入幼年唱歌』】
また同年、白井規矩郎により『保育 遊戯唱歌集』が刊行された。曲数は
9曲である。全曲、遊戯法 (あそびかた)の説明と絵が書かれている。 卜音
記号、単音であり、調号は多くてフラットが3つ表記されている。ほとんど
五音音階で、4分の4拍子の曲が多くみられる。1曲の平均は12小節である。
最高音は「狼遊び (図9)」に見られる、ファの音である。楽譜を解説すると、
16小節から17小節にかけて、オクターブの飛躍が見られる。16小節日と24
小節目には、女性終止が使用されている。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
（?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
―
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
20
が
ギザヤ アツパイ ンイド7簿:ガ ダ ア・
感,1ギ讐茸
きなん
´
で
,′
s
`オホカミ ノアツず
'一ヘツ タ■へ''
イザハジ メナ.ン
シリヽダ登 ′ノ
オ轟
'こシ テ トレ
デチ0チメタル
ギ ヨオ奉 力  ヽ3
じ},′
'ノ
ヘン
?
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
〕?．
??
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
．?
?
?
（?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。?
?
?
?
??
?
??
?
?
…          
…
○
饉準.
な`
【図9 「狼遊び」】
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1897(明治 30)年には、『母の遊戯及育児歌』が刊行された。この本につ
いては、第1節第一項①保育園と幼稚園の変遷で述べたとおりである。
1899(明治32)年には、「幼稚園保育及設置規定」の制定がおこなわれた。
1900(明治33)年には、音楽教育家であり作曲家である田村虎蔵が唱歌を
「少なくとも児童には、彼らの日常使用している談話語を基調として作られ
ねばならぬ」と考えた。「韻文歌詞であること、歌詞があまりにも教訓的であ
る、児童の生活に密着していない歌詞、リズムの変化に乏しい」等の唱歌集
の欠点を反省し、文語体から国語体の歌詞に改め、言文一致唱歌『教科適用
幼年唱歌』全 10冊の刊行をおこなった。曲数は1冊に8～10曲であり、 ト
音記号、単音で掲載されている。ほとんどの題材は「金太郎 (譜例 15)」「花
咲爺」のようなおとぎ話や、「たこ」「はね」等である。歌詞は文学的な色彩
ということを考えず、平俗な口語で作詞している。作詞は石原和三郎と田辺
友二郎、作曲は田村虎蔵と納所弁次郎が大部分を担当した。これらの曲の多
くは、軍歌のスキップのリズムと、ヨナ抜き音階で作曲され、拍子は大多数
が4分の2拍子である。調子はハ e卜。へ・二調がほとんどである。五線譜
の他、数字の略譜が記載されている。弱起の曲が多く、1曲の平均は12小節
である。最高音は「川瀬の千鳥」に見られる、ファの音である。
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【譜例
この本の刊行は、子どもの歌 う唱歌を一変させ、唱歌に興味をもち、親 し
む子どもを作 り大きな功績を残 した。一方で、高尚な文学的な歌詞や、美 し
い旋律から子どもを遠ざけたことは失敗で、子どもにとって親 しいわらべ う
たを無視 し、ひいては日本中の伝統的な邦楽は教育的ではないような印象を
与えてしまうことになつた。これにより簡単なヨナ抜き音階を子ども達の頭
の中に植え付けることにしてしまった点は、後々まで続いた。
この言文一致唱歌に対 しては「児童に教授することは以ての外である」等
の多くの反対意見もだされたが、当時の教訓的で難解な唱歌に背を向けてい
た子ども達の心をとらえ、現場の教師の多くは賛同していつた。このように
して、言文一致唱歌は実践を通して確固とした唱歌の地位を築いていった。
1901(明治 34)年には、言文一致運動の影響を受けた滝廉太郎と東クメら
により『幼稚園唱歌』が刊行された。曲数は 30曲である。曲調は 卜音記号、
単音であり、調号はシャープ、フラットが多くて3つ表記されている。ほと
んど、 ドイツやスウェーデン等の海外の音楽に、日本語の歌詞をつけたもの
である。4分の2拍子や弱起の曲が多く、1曲の平均は12小節である。有名
な曲として「お正月」「水遊び (譜例 16)」等があげられる。作曲をおこなっ
た滝廉太郎の作品は、伴奏付であること、歌詞に応 じて旋律を変化させてい
ること等、これまでの唱歌にない新 しいスタイルであった。彼は日本の芸術
歌曲、器楽曲の草分けとなり、音楽教育にも大きな影響を与えた。
【譜例16 「水遊び」】
1902(明治35)年には、吉田恒三により『幼稚唱歌』が刊行された。
1903(明治36)年には、『音楽遊戯界』が創刊された。
1903(明治36)年には、『言文一致唱歌』が創刊された。「子どもが歌いな
がら、意味が分かるものでないといけない」と、はしがきに書かれている。
1903(明治 36)年には、『育児唱歌』全3巻(春の巻、夏の巻、秋の巻)
が刊行された。曲数は各8曲、言文一致 (国語)で書かれ、歌詞は短い。
1905(明治38)年には、『学校及家庭用 言文一致叙事唱歌』が全12巻刊
行された。
1911(明治44)年には、『教科幼稚唱歌集』が発行された。この年頃から、
東京音楽学校で固定ド唱法の研究が始まつたとされている。
1912(明治45)年には、『幼年 (新作)唱歌』が全10巻発行された。1915
(大正4)年の第二集より『新作唱歌』に改題された。曲数は1集ごとに7
曲である。レコード化され広まる一方、児童雑誌が発行され、後の「赤い鳥」
の発刊へ繋がつていった。詩が良く、歌いやすくなった。日本人が作曲した
曲と、イギリス等の海外の曲に日本語の歌詞をつけた曲が、掲載されている。
1915(大正4)年から1918(大正7)年までに、『大正幼年唱歌』が全 12
冊発刊された。葛原しげるが歌詞を作り、小松耕輔と梁田貞が作曲し、会合
において編集をおこない発刊に至った。新しい学校唱歌をめざして作られた。
のちに出た童謡に比べ、芸術的に高い訳ではないが、子どもが興味や関心を
持ちそうな「電車、汽車、飛行機、ピアノ等」を題材としている。曲数は、
1冊につき10曲ずつ記載されている。譜例17は、第9集の「時計」である。
や す ま す う こ く つ か れ も せ ψ 紅
チクタ クチ クタク とけい は うご く
あ れ あ れ と けしヽ
【譜例17「時計」】
チ クタ クチ クタ ク とけ 書ヽ な う _~く
お ん な し み ち を しヽつしょうけんめ籟うこく
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1918(大正7)年には、童謡・童話雑誌『赤い鳥』が刊行された。我が国
に古くからあった七五調のリズムによりながらも、構成のうえで我が国の伝
統的な詩歌よりも立体的な、新しい日本語の韻文が生まれた。外来語やロー
マ字さえ大胆に取り込みつつ新しいリズムを駆使したのが、創刊に携わった
北原白秋である。「からたちの花」はまさに、明治維新以来続いた舶来文化の
結晶である。北原白秋らによる舶来風の日本語韻文により、日語自由詩の作
品が増えていった。また、西欧風のメロディ、ハーモニーと日本語を結びつ
けることに抜群の才を示したのが山田耕律である。彼も作曲で携わっている。
1919(大正8)年には、『「赤い鳥」童謡』が全8集発行された。
1921(大正10)年には、童謡・童話雑誌『樫の実』が創刊される。また同
年に『かわいい唱歌』が発行された。
1922(大正11)年には、幼年絵雑誌『コドモノクニ』が刊行された。
1924(大正13)年には、『律動的表情遊戯』第1・2冒が刊行された。
1925(大正14)年にはラジオ放送が開始され、翌年の1926(大正25)年
には日本放送協会 (NHK)が設立された。
1926(大正25)年には、幼稚園施行規則に、幼稚園の保育項目の1つに唱
歌があげられる。幼稚園令を公布し、同施行規則を制定する。『 日本童謡集』
が発行された。
1929年には、『赤い鳥』が休刊する。童謡の作風が変化し、「レコード童謡」
が誕生した。
1931(昭和6)年から翌年にかけて、『エホンショウカ』春・夏・秋・冬の
全4冊が刊行された。幼稚園児向きの唱歌集である。曲数は、1冊につき10
曲程度である。歌詞は大変わかりやすく、有名な曲として「鯉のばり」「チュ
ーリップ」「まめまき (譜例 18)」等が掲載されている。
【譜例18 「まめまき」】
′毎 ゴつ ッ
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1936(昭和 11)年には、『エホンショウカ』第2冒の続編が刊行される。
歌詞は短く簡易なものである。
1943(昭和 18)年には、米英音楽の演奏が禁止された。同年、『良いあそ
び強いからだ』という本が刊行され、遊び歌の項目が存在している。楽譜は
掲載されおらず、遊び方が掲載されている。
第二項 戦後の 「子 どもの音楽」
戦後はYMCAによるレクリエーションソングが、ラジオやテレビ放送を通
して広まった。有名な曲として「大きな栗の本の下で」「ごんべさんの赤ちゃ
ん」があげられる。戦後は 「教育」から「楽しさ」に着 目するように変化 し
ていつた。詳 しく述べると以下のとお りである。
1945(昭和20)年には、文部省がイロハ音名による新音名を制定した。
1946(昭和 21)年には、「新教育方針」により第2次世界大戦中の音楽、
芸能文化が軍国主義と結びついていたことを反省 し、新 しい芸能文化の振興
を謳つた。階名唱法については、 ドレミ階名唱法に則る。当用漢字表、現代
かなづかいの訓令、告示がなされる。
1947(昭和22)年には、児童福祉法が公布 された。
1948(昭和 23)年には、天野蝶と一宮道子により『楽しい歌と遊戯』、先
ほど述べた2名と戸倉ハルによる『 うたとゆうぎ』秋の巻等、刊行 している。
1949年(昭和24)年には、『 ことばあそび』が刊行される。遊び歌とい う
項 目もあるが、数え歌のような詩等も掲載されている。楽譜は掲載されてい
ない。また同年から1964(昭和 39)年まで、NHKラジオ「うたのおばさん」
の放送が開始された。芥川也寸志や回伊玖磨等の作曲家が童謡を手がけた。
1950(昭和25)年頃から、わらべ うたが保育教材 として出版されるように
なる。遊戯から遊びへ変化 してきた。「ひらいたひらいた」「花一匁」「ことし
のばたん」等が歌われ、また日本初のテープレコーダーの発売を開始 した。
1951(昭和26)年、民間ラジオ放送が開始される。同年、児童憲章が制定
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され、また日本初のLPレコー ドの発売を開始 した。
1953(昭和 28)年には、民間テレビとNHKテレビの本放送が開始された。
1954(昭和 29)年には、則武昭彦により『保育遊戯』が刊行される。「歯
を磨きましょう (譜例 19)」「雪のぺんきやさん」等が掲載されており、現在
も保育で使用されていることも多い音楽である。譜例19は、ハ長調、4分の
4拍子、そして6小節と短いため、覚えやすく歌いやすい。「シュッ」「ォィ
ッチニ」等の擬音語が使用されている。
【譜例19 「歯を磨きましょう」】
ま しょう シ議ッ シュッ シュッ
オイッチ ニ オイッ チ エ じょ う ぷ な は
1955(昭和 30)年から1966(昭和 41)年まで、大阪朝 日放送 「ABCこ
どもの歌」の放送が開始された。「さつちゃん」の作詞家である阪田寛夫は、
毎月2曲発表する新作童謡のプロデュースに携わった。佐藤義美作詞、服部
公一作由の 「アイスクリームの歌」等の名曲が誕生し、紹介された。
1956(昭和31)年、幼稚園教育要領、幼稚園設置基準を制定する。
1959(昭和 34)年には、NHKの教育番組の本放送が開始され、「おかあ
さんといっしょ」の放送も開始される。
1960(昭和35)年には、カラーテレビの本放送が開始される。
1961(昭和 36)年には、「みんなのうた」の放送が開始される。豊かな情
操をはぐくむ歌の数々を、創作曲のなかから、また内外を問わず多くの人々
に愛唱されている歌のなかから広く求め、みんなそろつて楽 しく歌えること
を目的とした歌番組である。詳 しくは第 I章第3節で述べたい。
1962(昭和 37)年には、ラジオ番組 「幼児の時間」が放送される。
1964(昭和 39)年から1968(昭和43)年まで、「歌のメリーゴーラン ド」
が放送された。粗悪な音楽の流行がテレビ普及によつて起きていることを懸
饉 議 れ シュッ シュッ シ意ッ
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念 し、「みんなのうた」の初期スタッフが良質な歌で子ども向け音楽番組を発
展させようと開始した番組である。
1974(昭和49)年には、後藤田純生が『世界のあそび歌』を刊行 した。志
摩桂というペンネームで作詞を手がけ、「10人のインディアン」「アブラハム
の子」等の音楽が掲載されている。
その後は、「ワンツーどん」等の子どもを対象とした番組も増え、現在にい
たる。「子どもの音楽」に関係する人として、湯山昭、阿部直美、山本直純、
中川ひろたか、新沢としひこらの存在は欠かせない。現在は書店において「子
どもの音楽」の楽譜や遊び方が販売されたり、TV等のメディアにおいて紹
介されたり、研修で学ぶ等がおこなわれている。
第 3節 海外 と 日本 の変遷 を通 した比較 考 察
第1節と第2節を通 して、海外と日本の保育園と幼稚園の変遷と共に、「子
どもの音楽」の変遷についてふれてきた。各国の伝統的な「子どもの音楽」
を分析することで、各国が持つ 「子どもの音楽」の共通点や特徴があらわに
なった。具体的に述べると、「歴史的に長い間の暮 らし方、日常的な体の動か
し方や、文化の指向性や教育の質的違い」等の様々な原因により、民族によ
つてリズム感が異なることをもたらしたことが うかがえた。生活環境等が影
響 したことで生まれた各国の 「子どもの音楽」は、それぞれの地域に根付い
た。各国の母国語には、言語独特の音とリズムが存在 し、それに伴い適 した
リズムやメロディが生まれたことが、第 1節と第2節を通してうかがえた。
音や音楽、歌詞が生活に寄 り添い、それにより、どことなく安心を覚える音
楽だからこそ、今 日まで生活の 1つとして「子どもの音楽」力｀自然と継承さ
れてきたのであろう。
海外と日本の変遷を通 した比較考察をするにあたり、日本の「子 どもの音
楽」について、いくつか述べておきたい点がある。 日本に関して言えば、日
本人は静かな立ち居振る舞いを洗練された美 しいものとする美意識を育て、
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それを基本に能や 日本舞踊のような芸能や静かな2拍子の音楽を作つてきた。
このような日本音楽の静かな2拍子は、クラシックやジャズ、ポピュラー音
楽のリズムから考えると重いように感 じられるであろう。その背景には、西
洋音楽を音楽の 「基本」として考えているからであり、日本人のリズム感が
その基本にうまく対応 していないからだと考えられる。面白いことに、日本
の伝統的な子どもの歌 「わらべ うた」のほとんどは、ほぼ1拍日から歌が始
まつている。例外として、弱拍始まり (例:花一匁 (譜例 20))や、裏拍から
始まるもの (例:うまはとしとし (譜例 21))、変拍子のもの (例:あんたが
たどこさ (譜例 22))等の歌もまれに存在する。
【譜例20 「花一匁」抜粋】
…歌詞「負けて」の部分を弱起始まりにすることで、音楽に勢いがつく。
か つて う れ し い は な もヽ ち も ん0ま り て く や し い は な い う も ん め
【譜例21 「う
…裏拍のため、
まはとしとし」】
馬がパカラッと走るリズム感が感じられる。
うまはこしこし な い て も つ よ い う ま は つよ しヽ か ら のつてさんもつよ しヽ
【譜例22 「あんたがたどこさ」抜粋】
…口承による伝承のため、話すリズムが音楽になったと考えられる。
あんたがた こ こさ  ひ ごさ   ひ ごどこさ <まも こさ くまもこ こ こさ
歌詞について日本と海外を比較する場合も、長い歴史的生活環境の影響を
受けていることが うかがえる。ここからは歌詞について、比較をおこなつて
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いきたい。 日本語を話したり聴いたりする際、「モーラ (mOra)」とい う時間
の長さの単位が基本となっている °。「はと (鳩)」 は「は」と「と」からな
る2モー ラ、「ラシコ」は「ラ」「ッ」「コ」からなる3モー ラ、「チョコレー
ト」は 「チョ」「コ」「レ」「二」「卜」の5モー ラと数える。一方、英語圏で
はモーラが存在 しない。日本人がモーラを英語にまであてはめることは、「ジ
ャパニーズ・ィングリッシュ」になる原因の1つである。例えば、「The airport」
を日本人は「ジ・エアポー ト」と7拍分に数えてしまうが、実際の英語会話
では「ズィアポ」のように発音される。「CMI」を日本人が 「シー・エム・
アイ」と読むが、実際は 「スィアミ」と発音されている等があげられる。英
語には英語特有の規則性があり、強弱の繰 り返しパターンのリズムをつかみ
話すことでも、英語はすんなり通 じやすくなる。英語圏では母親が子どもに
言葉を教える際、ラップやロックのような調子の良い言葉をリズムに乗せて
読み聞かせてお り、「セサミ・ス トリー ト」等はテレビで同様のことをしてく
れている便利な番組といえる。 日本語と英語とでは、リズムのありかたが異
なっているが、4分の4拍子の音楽を聴 くと、その音楽から「1と2と3と
4と」と拍を感 じたり、動機 (モチーフ)という音のグループ化により音楽
を把握 し記憶 しやすくしたりしている。どちらも時間的規則性を基盤にして
いる点では共通 している。また、リズムに規則性があるとい う共通点の他に、
リズムには階層秩序があるとい う共通点も存在する。分かりやすく単純で規
則的なメロディや言葉の繰 り返しがあることは、リズムを知覚しやすくする。
つまり、そのような特徴がある音楽は、音楽的能力が発達中の子 どもにとっ
て優 しい音楽といえよう。
音楽の歌詞の内容についての分類は、海外と日本で共通する部分がみられ
た。「動物、食べ物、数、身体、日常生活、乗 り物」等に関する音楽が多く存
在 している。これらから、子どもの歌の対象として好まれる内容は世界共通
1)中島祥好 「音楽心理学への御招待②」
http://酬.design.kyushu―u.ac.jp/～ynhome/」PN/Auditory/Book/Onshin/onshin2/onshinti
tle2.html
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の部分があることがうかがえる。発達するにつれて歌詞の長文や比喩の表現、
感情や情景が使われる言葉が増加していく。つまり、子どもにとつては日常
生活で触れることが多い事柄を歌詞にすると良いことがうかがえる。
第 1節第二項、戦後の 「子 どもの音楽」で述べた 「みんなのうた」には日
本の曲だけでなく、海外の曲が取 り入れられている。「みんなのうた」は 1961
年の放送開始3年後に、楽譜を出版 している。第 1集は全 30曲中、10曲が日
本人による作詞作曲であり、20曲が海外の作曲者や民謡である。弱起の曲は、
日本人による 10曲中1曲、海外による20曲中8曲である。全曲の拍子は、
4分の4拍子が 14曲、4分の2拍子が 12曲(4分の3拍子が4曲である。
今まで日本で歌われた唱歌等とは異なり、弱起始まりの曲が多くみられた。
1967年に出版された第7集になると、全 25曲中、13曲が日本人による音
楽、12曲が海外の作曲者や民謡による音楽になった。第7集あたりからは日
本人による音楽が半分を占め、徐々に海外の作曲者や民謡は減少 していつた。
海外の音楽の影響を受けた日本人による、日本人の為の音楽が増えたように
感 じる。第7集における弱起の曲は、日本人による13曲中7曲、海外による
12曲中8曲である。今まで日本で歌われた唱歌等とは異なり、日本人の作曲
家による弱起始まりの曲が多くみられた。全曲の拍子は4分の4拍子が15曲、
4分の2拍子が5曲、4分の3拍子が4曲、8分の6拍子が1曲である。ま
た、弱起始まりや付点のリズムが多く、音楽が前に進む躍動感が感 じられた。
現代社会に入 り、世界の伝統的な音楽、コンピューターミュージック、サ
ウン ドスケープ等、あらゆる音楽が日常に盗れるようになった。テレビやイ
ンターネットを通 して、簡単に様々な音楽に触れることが出来るようになっ
た。子どもを対象とした音楽についても、様々なメロディ、リズム、ハーモ
ニーが流れている。それ らの音楽や、今まで伝承されてきた音楽は、子ども
の発達年齢に相応 しい音楽なのであろうか。第Ⅱ章で検証 していきたい。
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第 Ⅱ章 子 どもの発達 と音楽の関係
第 1節 子 どもの身体発達
子どもの発達と音楽の関係について考察するにあたり、音楽性について少
し述べたい。音楽性とは「聴く、歌う、動く、奏でる、つくる能力」と関連
している。具体的に述べると、聴いた音楽を元に真似て歌い、自分のものと
して取り入れた歌から、身体表現つまり動きが現れ、手指を使い楽器で奏で、
その得た能力は作曲をする能カヘ影響を与える。全てが関連して音楽性は養
われていくのである。要するに、豊かな音楽性を養うためには、音楽に関す
る子どもの身体の成長発達の状態を知る必要がある。そのため、本節では「耳
(聴覚)、 日 (言葉)、 身体 (手足等)、 その他 (総合または表現につながる発
達、遊び歌創作に関連する発達、音楽要素の発達)」 各項目に焦点を当て、年
齢による発達について、表の作成をおこなった。
発達については「非連続的で質的な変化」であり「精神的な成熟と学習に
よる変化を主体とすること」と定義づけた。一方、成長については 「連続的
な大きさや構造の増加」とし、「一般的に身体的や生理的な外面を主体とした
変化」と定義づけ、区別をおこなつた。
表の作成にあたり、子どもの身体発達の基本軸として発達検査も参考にし
た。今 日用いられている子どもの発達検査は、ビネー式知能検査を原型 とし
て発展してきた。欧米、東南アジアを含む 20ヶ国以上で広く使用されている
世界標準発達検査として 「ベイ リー乳幼児発達検査法」が存在 しているが、
日本では標準化 されていない。そのため今回は、日本で使用される発達検査
の中から、「日本版デンバー式発達スクリーニング検査 (以下 :スクリーニン
グ検査と表記)」 を参考にした。スクリーニング検査は、母子保健法に基づき
乳幼児健診でもよく使われ、母子手帳に採用されている検査方法である。
なお、表内の文字について、音や音楽に関する項 目はゴシック体、成長発
達に関する項 目は明朝体で表記 した。必要に応 じて表の後に補足をおこなう。
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耳 (聴覚)
胎 内
・聴器の完成、羊水内で音を感じる能力を持つ (胎生6ヶ月)(『子どもと音
楽②』1)より)
・音楽に対する子どもの反応が始まる。母体の心音、声、外界の音響が影響
を与えている (出生3ヶ月前)(『子どもと音楽』のより)
?
?
0～5
ヶ月
母親と他人の区別がつく (生後5～10日)(『子どもと音楽②』より)
胎内音を聞かせると泣き止む (lヶ月未満)(『子どもと音楽②』より)
音の高さの区別がつく (lヶ月)(『子どもと音楽②』より)
子音の区別 (例:dとt)がつく (lヶ月～)(『子どもと音楽②』より)
TVの子ども番組に振り返る (2ヶ月)(『子どもと音楽②』より)
父母の声を区別する (3ヶ月)(『子どもと音楽②』より)
ベルや声のほうに振り向く (3ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
協和音を好む (4ヶ月)(『音楽と感情の心理学』のより)
知らない女性の声よりも母親の声を好む (『乳幼児の発達』のより)
6-11
ヶ月
口視界にない音に反応する (7ヶ月)(『子どもと音楽②』より)
・言語理解の発達により、禁止に対する反応がみられる。(7ヶ月)(『子ども
と音楽②』より)
・リズムの分別がつく(7～9ヶ月)(『音は心の中で音楽になる』Dより)
。発音を真似る (7ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
?
? 12
ν´23
ヶ月
。指示に従う (1歳10ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
・好きな音楽を繰返し聞いて楽しむ (1歳3ヶ月～)(『音楽表現』のより)
?
? 24-35
ヶ月
ロブザー音を楽しむ (2歳)(『子どもと音楽』より)
・音楽にずつと集中して注意できる (2～3歳)(『子どもと音楽』より)
?
? 36-47
ヶ月
口音の強弱レベルに興味を示す (3歳)(『幼児のための音楽教育』より)
?
?
48-59
ヶ月
。似た音を選ぶ実験で、オクタープの音を選ばず、音程が近い音を選ぶ (F
4の次にG4、F5を鳴らすと、G4を60%の子どもが選ぶ)また、オクター
ブの関係もまだつかめていない。(4～9歳)(Sergeant.Dサージェント、(『子
どもと音楽』より)
?
? 60-71
ヶ月
・歌いながら、遊び、音色、高さ、強弱の違いや、旋律の特徴も聞き分ける
ことができるようになる (5歳～)(『幼児の音楽教育』⊃より)
D大畑祥子他『子どもと音楽② 子どもの発達と音楽』同朋社、1987
の梅本尭夫『子どもと音楽』東京大学出版社、1999
3)P.Nジュスリン他編『音楽と感情の心理学』誠信書房、2008
。J.ヴォークレー ル『乳幼児の発達』新曜社、2012
5)谷日高士『音は心の中で音楽になる』北大路書房、2000
0三森桂子編著『新・保育内容シリー ズ5 音楽表現』一藝社、2010
つ森田百合子他『幼児の音楽教育』教育芸術社、2001
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耳から入つてきた音楽は脳で聴いている。脳損傷によって言語理解の傷害 (感
覚性失語症)、 音楽認知の障害 (感覚性失音楽症)が生じることが、様々な実験
により検証 されている。脳機能の発達と音楽に関係する原始反射 としては、突
然の音にビクッとする「モロー反射」、突然の音に眼瞼がギュッと閉じる「眼瞼
反射」、眠つているときに突然大きな音がすると眼瞼が開く「覚醒反射」等があ
げられる。
聴覚に関する補足として、人間の可聴周波数について述べたい。人間の可聴
周波数は約 20Hz～20000Hzとされているの。年齢と共に可能数は狭まっていく。
16Hz以下、20000Hz以上は、音として聴き取ることができず、痛みや音とい う
感覚を失い触覚に似た感 じになる。人間の耳は 1000Hz周辺が最も感度が良いと
され、言葉の理解に重要な周波数領域は 300～3000Hzのである (図1)。
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口 (言葉)
?
?
0～5
ヶ月
声を出して笑う (lヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
かん高い声を出す (2ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
意味なくパパ、ママ等と言う(6ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
6 ～ 11
ヶ月
。発音を真似る (7ケ月)(『スクリー ニング検査』より)
・パパ等、意味ある一語を言う(10ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
・周囲の人の歌いかけにあわせるような発声 (音楽的哺語)が始まる(6
ヶ月)(『音は心の中で音楽になる』より)
・パパ、ママ以外に3語言う (12ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
?
?
12～23
ヶ月
・原始的な歌唱行動として、断片的に言葉を発する。唱え (チヤント)
から旋律 (ソング)へ(12ヶ月)(『幼児のための音楽教育』より)
・初語から一語発話期へ (1歳前後～)(『子どもと音楽②』より)
。一語発話期から連語期へ (要求や質問の増加。例 :ミルクちょうだい
ボールどこ?)(1歳半頃)(『子どもと音楽②』より)
?
?
24～35
ヶ月
口語彙数が増加し、旋律を歌うが、言葉の抑揚に応じて音のピッチ操作
をしようとするが不安定 (2歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・自発的に歌う中で学んだメロディのパターンを用いる。歌の一部分を
歌うことができる (2歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・歌詞とリズムが比較的正確な例と、歌の動機を断片的に歌い、歌詞も
不正確な例とがある (2歳)(『子どもと音楽②』より)
。指差しをして「これな―に?」 と尋ねる。第一の言語獲得期 (2歳前
後)(『子どもと音楽②』より)
?
?
36～47
ヶ月
・語彙が豊かになり、簡単な動作 (歩く、走る、ギャロップ、跳躍)を
伴いながら歌える (3歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・歌全体を正しく歌うことはできないが、歌の模倣をする (3歳)(『幼
児のための音楽教育』より)
・連続的進行の曲は比較的正確である。飛躍音程を含む曲の上昇音程は
低く、下降音程は高くなりやすい (3歳)(『子どもと音楽②』より)
?
?
48～59
ヶ月
口歌全体を一続きに歌う。歌詞、リズム、フレー ズ、メロディの “輪郭
線"ができてくる (4歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・歌のレパー トリーが増える (4歳)(『幼児のための音楽教育』より)
?
?
60～71
ヶ月
・過半数の子どもがアクセントも意識しながら真似返しができる(5歳)
(『子どもと音楽』より)
・調性感覚が安定してくる。正確に学ぶと、ほぼ歌うことができる (5
歳)(『幼児のための音楽教育』より)
。「○○つて何 ?」 と尋ね、抽象的な言葉を模倣し獲得する (例:裁判
つて何?愛するつて何?)(5歳)(『子どもと音楽②』より)
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前頁の表より、言葉の獲得の為の準備 として「①手段 (道具)の準備 (口や
舌が自由に使える)②内容の準備 (知識を身につける)③シンボル機能の獲得
(積木を積んで電車に見立てる)」 の順で発達していくことがうかがえる。
産声がクーイングや哺語へと変化 し、12ヶ月頃になると、原始的な歌唱行動
として断片的に言葉を発するようになる。唱え (チャン ト)から旋律 (ソング)
になる時期が訪れる。断片的に言葉を発する背景として、呼吸器の発達の影響
が考えられる。通常、呼吸数は毎分16～20程度で、呼気時間と吸気時間の長さ
はほぼ等しいか、あるいは4:3程度である (反射的呼吸)。 これに対 し、談話
や歌唱等の際は呼吸が不規則になる (随意的呼吸)。 随意的呼吸の特徴として、
吸気時間はきわめて短いのに対 し、呼気時間は著しく長くなる。談話時ではそ
の比が1:6～7、 歌唱時では1:10～50程度となり、呼吸量は反射的呼吸に
比べて3～4倍に達する。明治時代の音楽教育導入において 「当時流行 してい
た病気のための対策、肺が健康になるために導入された」とい う理由も、分か
らなくもない。肺活量に関しては5歳児で約1000ml、成人女性の2500mlに比ベ
て半分以下である。発声持続時間は5歳児で7秒、成人女性では20秒となる。
言語発達の特徴についても補足をおこないたい。 1歳前後は語の概念の獲得
が不十分であり、一語発話の時期にあたる。一語発話には、「多義語」と「汎用
と狭用」という2つの特徴がみられる。「多義語」に関しては、例えばブーブー
という言葉には「車が来たよ」「車の玩具を取つて」等の色々な内容表現が含ま
れている。「汎用と狭用」に関しては、例えばワンフンという言葉であれば「動
物全体を指している」または 「飼つている犬のみを指 している」ということが
考えられる。
次に、声域について述べたい。声域は子どもの心身の発達状態や音楽的経験、
指導方法、子どもの表現の意図等によつて影響を受けるため一概には言えない
が、一般的には「1～2歳頃に3度(人～ィ)、3～5歳頃に3～5度(三～ィ)、
6歳頃に5～8度(二～二)」 である 0とされ、成熟に伴い声域が拡大する。
10前掲書 7)、p.8
36
子ども達の呼びかけやわらべ うたは、子どもの声域に沿つているといえよう。
子どもの旋律発達について最初の研究をおこなったウェルナー (H.Werner)
も、旋律の個体発声的原型が短3度であると考察した。短3度の重複により、
3度より広い音程の減5度等が生まれていく。短3度については、ゲゼル、ネ
トルらも「メロディの構成の基本的音程」であると、その普遍性が確かめられ
ている。オルフの作品「かつこう」も短3度の音程からはじめられてお り、言
葉の抑揚の影響も受けていると考えられる。話 し言葉の基本的な音の変動の範
囲は言語6度であり、音の高さの上下は言葉のイン トネーションと変わらない。
また、子どもの発音可能な構音について述べたい。構音とは、付属管腔を構
成する諸器官 (咽頭、口腔、鼻腔)を駆使 して言語音を作 り出すことをさす。
日本語を構成する言語音は母音単独、および子音と母音の組み合わせによりで
きている。母音は声道の形を変えることで作られるが、子音は図2のように生
成される一定の場所 (構音点)があり、かつ一定の様式 (構音様式)に従い生
成される。個人差はあるものの、日本では表 1のような順で発達していくとさ
れている。子どもの声域は舌足らずであり、特にサ行ラ行の発音が一般的にう
まくいかない 1つ。
2議勒 月 1母音、n
2歳軒 月 lm、p、 t、R
倉歳鋳 月 降、g、t∫
3歳Cけ月 IJ、d悪
議Oヶ月 :w、h、へ√、j
それ以降  撼、ts、dz
【表1 正常幼児10名中9例以上
が90%以上の正発率を維持する
ようになった時期と音の関係】
【図2 子音の発音される場所】
11)前掲書 7)、p.9
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身体 (手足等)
?
?
0～5
ヶ月
・乳児のリズム的な反復動作の量と種類は豊富 (『子どもと音楽』より)
・押す、叩く、掴む等による認知把握期 (『子どもと音楽』より)
・メリー ゴー ランドを鳴らす (満lヶ月)(『子どもと音楽②』より)
・リズムは音楽と同期した体の動きではない (6ヶ月)(『幼児のための音
楽教育』より)
6～11
ヶ月
・両手に持つた玩具を打ち合わす (8ヶ月)(『スクリーニング検査』より)
・音楽を聞き、机を叩いたり足をバタつかせたりする (9ヶ月)(『子ども
と音楽②』より)
・TVやラジオCM等の音楽が始まると、手や首を振つてリズムをとる(11
ケ月)(『子どもと音楽②』より)
?
? 12-23
ヶ月
・簡単な手遊びをして楽しむ (18ヶ月～)(『音楽表現』より)
・音の出る玩具等に興味を示していじる (18ヶ月～)(『音楽表現』より)
?
?
24～35
ヶ月
・腕や足の動きを用いてリズムをとるが、ビー トに合わせて動かせる子ど
もは非常に少なく、偶然によリー時の間、動かす (2歳)(『幼児のための
音楽教育』より)
・運動反応が急激に増加し、体をゆする、背中を上下させる、指揮をする
ような格好をする、あるいは頭をうなずかせる、踵を上下させる、膝を折
り伸ばしする、手を結んだり開いたりする (2歳)(『子どもと音楽』より)
・ 1秒片足で立つ (2歳)(『スクリーニング検査』より)
?
?
36～47
ヶ月
・テンポの速い、遅い区別がつく (3歳～)(『子どもと音楽』より)
・遊びを伴う想像的で独創的な歌がみられる (3歳～)(『子どもと音楽』
より)
,音楽に対する自発的な種々の動きが減り、知つている動きを実践また探
求し、音楽と同期して運動ができた子どもの数が増加する(3～5歳)(『幼
児のための音楽教育』より)
?
?
48～59
ヶ月
・音楽にあわせた動きが一定になる (手をたたく、足を揺らす)(4歳～)
(『子どもと音楽』より)
・身体的な調整力が発揮されると同時に、拍子に動きを合わせられる (4
～6歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・言葉や音楽のリズムに同期する能力が高くなる (4歳)(『幼児のための
音楽教育』より)
・楽器の形状等に触発され、グリッサンドや音階、音程のパターン、トリ
ルやトレモロ等の技法を使用し始める (4歳)(『幼児のための音楽教育』
より)
?
?
60～71
ヶ月
・手をたたく、足を揺らす反応がほとんど。知つている歌を聴いたときの
み反応を示す (5～6歳)(『子どもと音楽』より)
ロスキップ、ギャロップができる (5～6歳)(『子どもと音楽②』より)
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その他
?
?
0～5
ヶ月
いないいないばあを喜ぶ (3ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
ビスケットを自分で食べる (5ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
6 ～ 11
ヶ月
バイバイをする (7ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
検査者とボール遊びをする (1lヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
自発的ななぐり書きが始まる (1lヶ月)(『スクリー ■ング検査』より)
?
?
12-23
ヶ月
後ろずさり歩きができる
その場でジャンプをする
(13ヶ月)(『スク
(22ヶ月)(『スク
リー ニング検査』より)
リー ニング検査』より)
?
?
24～35
ヶ月
・相互交渉ができる (30ヶ月)(『スクリー ニング検査』より)
・象徴機能の発達により、大人と一緒に簡単なごっこ遊びを楽しむ (2歳)
(『音楽表現』より)
?
?
36～47
ヶ月
・勝手気ままな音の探求 (3歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・片足とびをする (3歳)(『スクリー ニング検査』より)
。日常的で単純な動きを表現する (3歳)(『子どもと音楽②』より)
?
?
48～59
ヶ月
口楽器の取り扱いに興味を示す (4歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・わざと早く、音を大きく等、音レベルを変化させる (4～6歳)(『幼児
のための音楽教育』より)
・強弱やテンポを認識できるようになる(4歳)(『子どもと音楽②』より)
・瞬間的な感情から思いつくままに表現をおこなう、調和のとれていない
個人的表現がみられる (4～6歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・イメージに相応しい明確な特徴をもつ動きとして外にあらわしだせない
ため、表現の伝達率は低い (4歳)(『子どもと音楽②』より)
?
?
60～71
ヶ月
。年長になるほど表現が多彩で、感受性が上昇する (5歳)(『子どもと音
楽』より)
・身体全体の動き、あるいは身体の部位を生かした動きが急速に発達し、
自分のイメージに相応しい動きをする。個人差も増す (5歳)『子どもと
音楽②』より)
・反復可能な旋律やリズムの形が現れる(5歳)(『幼児のための音楽教育』
より)
・構造的なまとまりを持つ。短くて単調である (5歳)(『幼児のための音
楽教育』より)
・オスティナート (同一音形、繰り返し)や、反復進行等を取り入れ、拍
子感もある表現がみられる (5～6歳)(『幼児のための音楽教育』より)
・リズム知覚が発達する (5～6歳)(『子どもと音楽』より)
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人間は子どもに限らず、音楽の要素のなかでメロディやハーモニーに比べ、
リズムに対してもつとも強く反応するとい う傾向がある。梅本は「リズム遊
びは必須単元である。自己中心性を脱却し、自己抑制の経験につながる」と
述べている ②。 リズムは幼児教育の中で音楽と体育とに共有する部分がある
ものの、両方の目指す方向性は異なつている。体育領域では子どもの身体機
能の整合を目的としているが、音楽領域では音楽のリズム的構造の感知を助
長すること、つまり、音楽的な習熟や理解のために身体的活動をおこなつて
いる。
以上、表や補足からうかがえることとして、発達する速度等の個人差はあ
るものの、成長・発達と共に音楽スキルに広がりがみられた。これらの分析
を基に、第2節の 「音楽的感性 と身体表現の関係」に触れていく。
la前掲書 2)、p.10
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第 2節 音楽 的感性 と身体表現 の関係
本節を述べるに当たり、「音楽的感性」について定義づけをおこないたい。
感性に似た言葉 として感覚とい う言葉がある。感覚とは目や耳で感 じる働き
と、それによつておこる意識をさす。対して、感性は心で深 く感 じとる動き
をさす。つまり、音楽的感性 とは、「音の特性を心で深くとらえた感覚」と定
義づけることとする。また、「身体表現」についての定義づけもおこないたい。
似たものとして身体動作があげられる。身体動作とは、例えば「食べる」と
い う目的を伴 うことで動く。対 して、身体表現は「目的を伴わず情動的に、
気持ちの発散として身体を動かす」ことと定義づけることとする。この身体
表現は追求することにより、バレェ等の芸術へ繋がつていく。よつて本節「音
楽的感性 と身体表現」では、子どもが音楽を心で感 じて身体で表現する様子
について述べていきたい。
なお筆者の推察として、「子どもの成長や発達とともにできるようになった
ことに関する遊び歌ならば、すんなり入つてきやすいのでは」「可能な動きを
行 うことで楽しみながら発達の促進が期待されるのでは」と考えた。実際、
子どもの成長や発達に関連 した遊び歌 (歌詞、遊び方、わらべ うた)は多く
存在 している。また、音楽心理学では、音の大きさ、テンポ、長調短調、音
階の性質により表現が影響を受けているデータがでている。これらを踏まえ、
「①歌詞の意味や リズム、抑揚による表現、②共鳴現象 としての身体表現、
③ダルクローズ等の身体表現、④表現を豊かにするための楽器」の4点に大
きく分けて、本節の考察をおこなつた。
①歌詞の意味やリズム、抑揚による表現
第Ⅱ章第1節において子どもの口や言葉に関する発達についてふれてきた
が、ここからは「′いで感じ、体で表現する」という音楽的感性と身体表現の
関係から「子どもの歌」をみつめたい。パプーゼクが「子どもの歌う活動の
起源を考える際、動物の鳴き声まで遡るべきである」と述べるように、人間
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の音楽性の生物学的起源もこの遊戯性にあると考えている。確かに子どもの
歌の中には、譜例 1のように、動物や鳴き声が入つた歌詞のある歌がみられ
る。また筆者が保育園で勤務をした際、鳴き声を伴 う歌として 「小鳥、ライ
オン、ゴリラ、カエル」等の音楽を弾き、表現遊びをおこなっていた。鳴き
声を伴 う歌の他に、動きや大きさの特徴があらわれている歌として 「カメ、
ぞう、魚」等の歌を使い、表現遊びとして使用 していた (譜例 2)。
【譜例1 「かつこう」】
か,こう か, こう
き り の  な   か  'ま―
【譜例2 「ぞうさん」】
歌詞のついていない音楽のメロディや リズムを、意味のある言葉や擬音語
に置き換えて把握することはよくある話である。例えば、「ねこふんじゃった」
とい う曲は、メロディと歌詞があまりによく合つているため、何度聴いても
「ねこふんじゃった」としか聞き取れない。他にも、ワルツのリズムを伝え
るときに 「Who parked the car?」と言葉に置き換えたエピソー ドがある。こ
のように、音楽は話 し言葉 と無縁とはいえない関係にあるだろう。つまり、
各地の方言や外国語の発音に耳を澄まし、その言語独特の抑揚等を音楽に取
り入れることは、表現を広げる可能性を秘めているといえよう。
また、「かくれんぼするも～ん よっといで」のように、言葉にメロディが
つくことは、メッセージが明確に伝わるとともに呼びかけのリズムが集団の
団結心を高める効果を持っている。はつきりとしたリズムとメロディ、歌 う
ような朗々としたメロディは、遊びの中で自然と発せられ、言葉が音楽とと
もに入つてくるのである。
ぞ うさん ■ぞ うさん 鈴ななが ながしヽ0ねそう よ かあきれも ながいの よ
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次に、日本と海外の歌詞に関して、第 I章第3節でも触れたモーラ (mOra)
という時間の単位の面から考え述べていきたい。 日本語にはモーラとい うは
つきりとした時間の単位がある為、七五調や五七調等の歌が多く存在 してい
ると言つても過言ではないであろう。 日本語を話す際、モーラの単位のリズ
ムや抑揚がメロディに生かされている歌は、歌詞の内容がすんなりと伝わり
やすい。さらに、詩を朗読 して行の切れ 日で余韻やポーズをとるかのように、
歌詞の行の切れ 目がフレーズの節 日と対応 している歌も、すんなり理解がし
やすいであろう。
モーラの単位をそのまま生かした日本語の歌には「どんぐりころころ」「夏
の思い出」等、広く親 しまれている曲がある。また、シャンソンで有名な「愛
の賛歌」や 「マイ・ ウェイ」のように日本語訳詞のモーラが当てはまり、親
しまれている例もある。
では、モーラの単位から大きくはみ出した歌詞は、どのように伝わるのだ
ろうか。例えば日常会話でも「とても」と「とお―っても」を比較 した場合、
後者には強い気持ちが感 じられるであろう。つまり、モーラの単位からはみ
出すことは、感動、驚き、強調等を表すことが可能となる。モーラとい う確
固たる枠組みがあるおかげで、はみ出す部分がはっきりと強調されるように
なる。会話における日本語のモーラは0.09～0。25秒程度の長さを持っている。
メロディを響かせ音楽的なリズムを組み立てるためには、それより長い時間
が必要ではある一方、あまり長すぎると言葉の意味が分かりにくくなってし
まう。つまり、このバランスがよく取れた歌である程、口ずさみやすく大衆
に広まるのであろう。
またモーラについて考えるにあたり、もう1点述べたいことがある。 日本
語の歌詞に関して、単語ごとに決まっている音の高さの変化が重要になって
いる点である。例えば、「橋」「箸」「端」のように、言葉が同じであつても発
音が異なる場合がある。英語や ドイツ語でも音の高さの変化は重要な役割を
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果たすが、単語の意味までに決定的に影響を与えるのは日本語の特徴である。
言葉が本来持っている抑揚に乗つた際、音楽がはばたくといえよう。
ただし、このモーラを単位 とするリズム、単語ごとに決まっている音の高
低関係等は、作曲家に大変強い制約を課することになる。 日本語そのものの
リズムやメロディを最大限に生かすということになると、それにつけること
のできる音楽の種類が限られてしまう。英語のロックのような強烈なリズム
や、ラテン語の宗教音楽のような澄み切つた深みのあるメロディは実現 しな
いことになつてしまう。このような場合の対処法としては、歌手に適切な歌
い方を工夫してもらうことが重要となってくる。
モーラについて先ほど取 り上げた音楽 「ぞ うさん」を参考に、具体的な分
析をおこないたい (譜例 2、 3、 4)。4モー ラで構成されている「ぞ うさん」
とい うフレーズについて、会話として発音をすると、全てが均一の長さで、
最初にアクセン トがあり、音程は下がる。歌と比較をすると、音程が下がつ
ているところは一緒であるが、「ぞ」の部分が8分音符から付′点4分音符にな
り、1.5倍の長さになる。これにより、ぞうさんの大きい存在が感 じられる。
【譜例3 「ぞうさん」単語】 【譜例4 「ぞうさん」歌】
会話と同じように音程が下がるため、「ぞうさん ぞうさん」と歌つて繰 り
返す部分は、子どもが呼びかけているように聞こえる。また、「ぞ うさん」と
いう少ない4文字による一語がワンフレーズを、同じ音程とリズムで繰 り返
すため、一語文を話 し出す 1歳頃にも親しみやすい音楽であると考えられる。
2段日は1段目に比べて音程が高くなり、「そうよ…」と歌 うことで、誰か
が応答 しているように聞こえる。歌詞 「かあさんも…」の部分には、この歌
の中の最高音レが使われている。このことで、「かあさん」の歌詞の部分が強
調され、より誰かが応答 しているように聞こえる。また、7小節 目の歌詞「長
ぞ う裏為 ぞ うさん
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いのよ」の部分について、会話では譜例5のように均一の長さで話されるが、
歌の中では「な」の部分が 1.5倍の長さで歌われている。これにより、長い
という感覚を、歌詞だけでなく音符の長さからも捉えることができる。面白
いことに、会話の抑揚と歌の音高が似ている。会話に近い音高のため、子ど
もに親 しみやすい音楽であるといえよう。
【譜例5 「ぞうさん」会話】 【譜例6 「ぞうさん」歌】
②共鳴現象 としての身体表現
保育園や幼稚園は、年度末に生活発表会や劇遊びをおこなう。絵本等の題
材を元に、音楽にあわせて身体表現をおこなう。それに関連することとして
「共鳴現象」について述べたい。共鳴現象とは、 ドラマやCM、BGM等で
よく使用されている。聴覚と視覚の明るさの感覚がほぼ同じときに顕著にみ
られ、強い印象を与えられる特徴がある。例えば、泣いている表現をしてい
る場合、メジャーコー ドかマイナーコー ドのどちらの音楽を流すかにより、
見る側からは嬉 し泣きか、悲 しくて泣いているのかの印象が大いに変わる。
身体表現と音楽の相乗効果により、音楽は身体表現をする側だけでなく見る
側にも影響を与えることがうかがえる。
人間の歌声はゆつくりと膨 らむようなヴィブラー トや、ブルースやジャズ
におけるブルーノー ト、謡曲における変わらないようで少 しずつ変わる音の
高さ (ポルタメン ト)等、きめ細かく振動の様子を変えることができる。緊
張しているときに声が震えるように、感情の変化がじかに振動の様子に現れ
ることも歌声ならではである。人間の声である限り、微妙な変化、思い切つ
た変化が、聴き手に効率的に伝わる。意味の分からない外国語の歌であつて
も、感情が伝わってくる。
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③ダルクローズ等の身体表現
第Ⅱ章第1節でも述べたが、人間は発達とともに「蹴る、歩く、叩く、吸
う、手を振る、掴む、押す」等の基本的動作を獲得 していく。音楽を通 して
情動を引き起こすことで、それ らの動きを自然 と促進 させ、同時に表現する
楽しさへ繋げることができる。
「子どもの身体表現」に関して述べるにあたり、エミール 0ジャック=ダ
ルクローズ (Emile」aques―Dalcroze、1865-1950)という人物の存在は欠か
せない。スイスの作曲家、音楽教育家であり、リトミックの創始者である。
リトミックとは「EuRythmics(よい流れ、調和)」 の意味であり、音楽と身体
の動きと生活の共通要素であるリズムを主体として筋肉感覚に音楽を反応 さ
せ、音楽的感動を全身に呼びさまし、豊かな音楽的自己表現を培 うための基
礎を教授する方法として開発されたものである。その基本的構成は「リズム
運動、ソルフェージュ、即興演奏」の3つとされている。そこには「音楽反
応 (Musical Response)」があり、音楽を聴いて感 じたことをただちに表現す
る一連の動きをさしている。この音楽反応は身体を通 して行われるものであ
り、身体の筋肉組織 (手0足・腕 0首等)と神経組織 (聴覚、触覚等)に対
してリズム的な刺激を与えると、その刺激に応 じて全身が反応するように訓
練 しようとい うものである。
我が国でリトミックを体験 した人物として市川左国次や山田耕律等が存在
する。なかでも、日本の教育の世界にリトミックを取 り入れた人物は小林宗
作であつた。小林は「リトミックを詳 しく紹介 し、発達段階から見て、幼稚
園の上級 (年長)あたりが、音楽的な感受性や、想像力と創意と表現力の発
達に最も重要な時期である」と指摘 している。戦後は板野平に引き継がれ、
体系的な音楽教育として確立し、幼児教育の世界に広まっていつた。
ダルクローズは人間の持つ五感に加え、筋肉的な感覚を6番目の感覚とし
た。表現しやすい身体にするには、筋肉的な準備が必要である。音楽の速さ
や音の大きさにあわせて筋肉の緊張と弛緩の感覚を知ることで、自然に筋肉
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をコン トロールできるようになり、より自由に豊かに表現をできるようにし
ている。 リトミックの効果として、そのような筋肉の緊張と弛緩の他、即時
反応が求められる音楽による集中力や、イメージをする力や創造力、社会性
等が養われるとされている。
リトミックをするにあたり、事前準備として、いくうか注意するポイン ト
がある。身体表現がのびのびできる広くて動きやすい環境が必要である。動
きやすい服装で、できれば裸足でおこなうと良い。床を足の裏で押 している
感覚を直接感 じることができ、繊細な表現がしやすいためである。また、表
現したい思いを大切にし、各々の表現を認め合える雰囲気作 りも必要である。
筆者が保育園に勤務 している際におこなったリトミックの例として 「大き
な太鼓 (譜例 7)」をあげたい。この音楽は、楽器の導入へ繋げることができ
る。最初は全員で手を繋ぎ輪になって立ち、「大きな太鼓」の部分では大きく
広がり、「小さな太鼓」の部分では中央に集まる。効果音のところは足踏みを
おこなう。 2歳児クラスでおこなった際は、手をつないだ輪が広がったり小
さくなったりすることに夢中になっていた。「小さな太鼓」の部分をピアノの
高音で引き分けたり、足踏みの強弱をつけたりを繰 り返すことで、音高や表
現の違いを感 じ取れるように配慮 した。高いレの音があるため、容易に子ど
もが口ずさむことは難しいが、歌詞とリズムも短くてシンプルな形の繰 り返
しのため、子どもに親 しみやすい音楽である。また応用として、足踏みのと
ころを掌や指先で叩くように変化させたり、実際に大太鼓や小太鼓を用意 し
たりすることで合奏に繋げていくこともできる。
【譜例7 「大きな太鼓」】
″考11薫
き な こ与ヽ ドー ン ドー ン ちしヽ さ な たい こ  トン トン トン
き な 難しヽ さ な たりヽ
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ドー ン ドーン トン トン トン
リトミックに似たものとして、「オイリュ トミー (Eurythmie)」について、
少 し触れておきたい。オース トリアの神秘思想家ル ドルフ 0シュタイナー
(Rudolf Steiner)が提唱した、シュタイナー教育でおこなわれている中の
1つであり、「音楽や言葉のリズムに合わせた身体表現活動」である。音階や
法則を伝えるのではなく、遊びを通 して自然と音が子どもの体を通つて動き
になる、といつた現象である。ライアーという小さなハープのような弦楽器
を使い、音を鳴らして音の高低等を耳で感 じて、身体表現をおこなう。ライ
アーはペンタ トニックで調弦されている。オイ リュ トミーはシュタイナー教
育の考えに基づきおこなわれているため、シュタイナー教育をおこなう園以
外では、ほぼ取 り入れられていない。ライアーも高価であり、オイ リュ トミ
ーの指導も専門的な知識や経験が必要なため、全国であまり取 り組まれてい
ないと考えられる。
④表現を豊かにするための楽器
保育園や幼稚園に入ると、保育士による受動的な音楽による身体表現をす
るだけではなく、楽器演奏等の能動的な音楽による身体表現をおこなう機会
がある。大きな発表の場 としては、音楽発表会や運動会での鼓笛隊演奏がお
こなわれている。楽器を扱 うことで、音色や響きを聞いて自由に表現をした
り、歌や身体表現に合わせて楽器を演奏したりして音楽に親 しむ機会が増え
る。また、友達や先生と一緒に合奏をしたり、他の人の演奏を聴いたり、発
表をする等の経験を重ねることで、音楽的感性を養 う効果が期待される。
第Ⅱ章第 1節で取 り上げたように、0歳後期から「両手に持つた玩具を打
ち合わす」等が見られる。3歳では音の探求がおこなわれ、4歳では楽器の
取 り扱いに興味を示すとされている。幼い時期には、先程述べた「大きな太
鼓」の身体遊びをしてリズムや楽器に興味を持たせたり、マラカス等の音の
出る玩具を作って様々な音色に触れたりする機会を持つべきである。聞きな
れた音楽に合わせて音を鳴らし、音色や リズムを楽 しめるようになれば、次
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の段階として、感 じたことを工夫 しながら楽器で表現する機会を設ける。そ
の後、保育士のピアノや鍵盤ハーモニカによるメロディ楽器を取 り入れた合
奏をおこなうと、スムーズに楽器の経験を、導入から発展させていくことが
できる。なお、楽器の取 り扱いに興味を示す4歳頃から、音の出る玩具と楽
器は別物であることを知らせ、楽器は音楽を奏でるための大事な物として扱
うような指導が必要となる。
幼児が親 しみやすい楽器 として、カスタネット、タンブリン、すず、 トラ
イアングル、大太鼓、スネア ドラム、シンバル、木琴等の打楽器 と、鍵盤ハ
ーモニカ等のメロディ楽器があげられる。各楽器の奏法や特徴を簡単に述べ、
合奏の譜例をあげたい。
まず、カスタネットは左手で持ち、右手の人差指や3本指 (人差指、中指、
薬指をそろえる)、 右手の掌で手拍子を打つように叩く。歯切れの良い音であ
り、リズム遊びで手拍子をしていた延長線として簡単に楽器に触れることが
できる。4分音符や8分音符を刻めるが、4分音符を刻むことが多い。
タンブリンはカスタネットのように打つだけでなく、 トレモロ奏も可能な
楽器である。華やかで明るい色を持つ。また、すずも打つこととトレモロ奏
が可能な楽器である。すずの数が多いほど柔らかく美 しい音が出る。カスタ
ネットと同様、4分音符や8分音符も刻めるが、4分音符を刻むことが多い。
トライアングルも打つこととトレモロ奏が可能である。金属のため、透明
な音色で遠くまで響きが残る。そのため、2分音符や全音符等の長い音符を
演奏することに向いている。 トレモロ奏も可能だが、頻繁に使用をすると、
他の音を消しかねない。
大太鼓は曲想や リズムを強調するときに用いられる。大太鼓は大きな柔ら
かい音のため、 1クラスに1～2人程度と少ない人数の配置になる。そのた
め、自信を持たせたい子 どもに担当させることがある。8分音符を細かく刻
むより、響きを活かして2分音符や全音符等の長い音として演奏されやすい。
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スネア ドラムは弾んだ軽快な音色をしてお り、拍子や リズムを亥Jむときに
適 している。裏面の鼓面にある「響き線」を密着させると鋭く歯切れの良い
音色になる。4分音符や8分音符等の細かいリズムを刻む演奏が多い。
シンバルは刺激の強い音色である。全音符等の長い音として演奏 し、一般
的に曲のクライマックスや終わりに用いることが多い。両手に持つて鳴らす
方法と、大太鼓用のバチ (マレット)で叩く方法がある。
木琴は、こもつたような柔 らかな音色をしている。木琴用のバチ (マレッ
ト)で音板を叩いて演奏をする。両手で2つの音を叩いて和音の伴奏や、メ
ロディ、他にグリッサン ドを効果音として演奏されることもある。
鍵盤ハーモニカは息を吹き込むことでピアノのように演奏をする、吹奏楽
器である。筆者の勤務先では5歳児になると1人1台購入 し、設定保育で使
用をしていた。 ピアノを習っている子どももいるため、みんなで取 り組んで
演奏する音楽以外にも、保育士が日常保育でピアノ演奏をおこなう姿を真似
て、ピアニカで弾こうとする姿もよくみられた。
次に、これらの楽器の特徴を踏まえた合奏の譜面について取 り上げたい。
ここ5年程の間で販売されている「器楽合奏」に関する本5冊から、年齢 と
使用曲についてのデータを以下のとお りにまとめた (表2、 3)。×の項目は、
対象年齢が書かれていないものである。表から、童謡やアニメの音楽や、ク
ラシック音楽を使用していることがうかがえる。「アンパンマンのマーチ、メ
リーさんの羊、歓喜の歌、春 (四季)」 等は、最も掲載が多く、5冊中3冊に
おいて取 りあげられている。これらの曲の特徴からも分かるように、メロデ
ィを演奏する際に大きく早く指を動かす飛躍音が少なく、同じメロディの繰
り返 しが使われる音楽を選曲すると良い。シャープやフラットの変化記号は
少ないものを選び、必要があれば演奏をしやすいように編曲が必要であろう。
また、第Ⅱ章第 1節で述べたように、5歳児の発声持続時間は7秒のため、
その点を考慮している音楽を選ぶべきである。
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【表2 器楽合奏の本について】
No. 著者 本のタイ トル 出版社 年度
A 佐藤千賀子 よりすぐり名曲合奏楽譜集 ひかりのくに 2013
B 芦川登美子
おかあさん 。おとうさんに聴かせたい
器楽合奏ソング集
自由現代社 2012
C
安藤真裕子、
泉まりこ
2～5歳児のやさしい 。楽しい
器楽合奏集
ナツメ社 2011
D
湯川徹、
さいとうみのる
やさしくたのしい器楽合奏曲集 民衆社 2009
E 芦川登美子 すぐできる !器楽合奏集 自由現代社 2010
【表3 器楽合奏の本について】
子どもの年齢に適 した音楽については、2歳頃は 「チュー リップ、山の音
楽家」等、4分の4拍子で短い音楽が多い。3歳頃は 「おもちゃのちゃちゃ
ちゃ、あわてんぼうのサンタクロース」等、擬音語やポイン トとなる言葉が
楽器を鳴らす場所に使われ、ゆつくりの速さで演奏ができる音楽を使 うと良
い。4歳頃は 「小さな世界、踊ろう楽しいポーレチケ」等、メロディを把握
したうえで楽器を鳴らす必要がでてきたり、4分の3拍子のリズムであった
り、前年に比べ高度になっている。同じモチーフの繰 り返しが現れたり、歌
詞が無いクラシック等の音楽が使用されるようになつたり、ゆつくりの速さ
で演奏が可能な音楽がよく使用されたりする。5歳頃は「思い出のアルバム、
聖者の行進」等、歌詞に使われる語彙が増えたり、シャープ等の変化記号や
クラシック音楽が増えたりと、さらに前年に比べ高度になっている。
筆者の幼少期にはルロイ・アンダーソンの「シンコペーテッド・クロック」
を、筆者の勤務先では「小さな世界、ミッキーマウスマーチ」をおこなった。
これらの中から、「小さな世界」のサビの一部分を抜粋 し、譜例8として掲載
する。譜例8のように楽器の特徴を活かし、また楽器ごとに役割が異なる楽
譜となっている。筆者の働いていた園では異年齢合同保育のため、この音楽
を4歳12名、5歳12名の計 24名で取り組んだ。各楽器に5歳児 と4歳児が
つき、5歳児が4歳児に伝えて一緒に取り組む姿がみられた。
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【譜例8 「小さな世界」抜粋】
カスタネット
タンパサン
トライアンジ海
ス事アドラム
バストラム
シンノV♭
鍵錢ハー号=
(N釜》
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第 3節 身体表現 としての 「遊び歌」の可能性
ここからは筆者の保育経験を中心として、述べていきたい。毎日保育をお
こなう中で設定保育時間が約1時間半あり、年間計画や月案、週案のねらい
にそって保育がおこなわれている。絵画、散歩、体育や生活発表会等の行事
前の練習、等がその時間におこなわれる。音楽に関する大きな行事としては、
12月頃のクリスマス会 (音楽発表会)や、2月頃の生活発表会 (劇遊び、お
遊戯会、オペレッタ)があげられる。その大きな行事に関して、年齢ごとや
園全体でねらいをもち、その行事に向けて日々 の設定保育を進めている。
5歳の年長児のときに、音楽的能力と身体表現を最大に生かせるようにす
るためには、第Ⅱ章第1節に述べた「年齢に応じた発達段階」に沿つた内容
で保育を進めていく必要がある。例えば、第Ⅱ章第1節において述べた表の
中の、0歳後期 (6～Hヶ月)欄を総合的に見てみる。すると、「音に反応が
できる、リズムの分別がつく、真似ができる、手足をばたつかせる」等が可
能になってくる年齢であることが分かる。これにより、例えば「おもちゃの
チャチャチャ」を聞かせ、チャチャチャのところで手を叩くリズム遊びを取
り入れると、次第に子どもも同様の反応をみせるようになる。このように、
身体表現をおこなう前の段階として、年齢に合わせた「リズム遊びや音遊び、
イメージ遊び、創作遊び」を取り入れるべきである。
身体表現を促す音楽としては、「①市販の本や保育雑誌に掲載されている既
成曲のピアノ演奏、②歌詞を伴わない音楽、③メディアで人気があり市販さ
れているCD、④研修で学んだ遊び歌、⑤他の保育士が使用していた遊び歌、
⑥わらべうた」を使用していた。ここからは、それら6つの分類について、
設定保育で扱った譜例と事例を共に述べていきたい。
①既成曲のピアノ演奏
まず「ピアノ演奏」に関することを述べておきたい。ピアノを使つた身体
表現遊びに関しては、 メリットとデメリットが存在する。 メリットとしては、
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「子どものテンポや呼吸にあわせて弾ける」「子どもにあわせて音楽が提供で
きる (長短、選曲、リズム、速度、高低等)」 「生演奏、ピアノに興味を持た
せられる」等があげられる。一方、デメリットとしては「ほとんどの保育士
がピアノに強いわけではなく、弾けない保育士にとつては苦痛である」「先生
の技量や、音楽を得意とするか否かにより、子 どもにとつて音楽や表現の伸
びが変わる」「ピアノを弾きながら、子どもを見る余裕がない」等があげられ
る。できるだけデメリットを無くす方法として、異年齢合同保育を行 う際は、
ピアノを得意とする先生が弾く等の方法がとられている。
さて、身体表現を促すためにピアノで演奏 していた既成曲として、「お うま
はみんな、ぞうさん、ポンポコたぬき、ゴリラのうた (譜例 9)」等の動物に
関する歌をよく使用 していた。動物以外では、「カナヅチ トン トン (譜例 10)、
手をたたきましょう、鬼のパンツ、大きな太鼓 (譜例 7)」等の音楽を使用 し
ていた。動物に関する歌は、動物の特徴や擬声語を抑えたシンプルな歌詞で
ある。動物園やテレビで見た経験を通 し、また真似を楽しむ時期とい うこと
もあり、身体表現に適している。例えば「ゴリラのうた (譜例 9)」であれば、
歌詞に「胸を叩いてエッホッホ」と書かれているため、より身体表現がしや
すいであろう。ゆつくりとしたテンポの中で4分音符が多く使われ、両手で
オクターブの音を弾くことで重厚感が出て、まるでゴリラがゆつくり堂々と
歩いている雰囲気を醸し出している。「エッホッホ」の部分は同じ音程で3度
繰 り返されている。
【譜例9 「ゴリラのうた」】
ッ ネッ ホ ,ヽ む ね を た た い て ,ホッ ホッ
ア フ リ カ の ジャン グ リレで む ね を た た thて
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動物以外の曲も、リズミカルな心躍るテンポで、シンプルなルールや踊 り、
歌詞が繰 り返されている。例えば 「カナヅチ トン トン (譜例 10)」であれば、
1番目の歌詞では右腕のみカナヅチに見立て振 り、2番の歌詞では左腕を振
る動作が増える。その後3～5番目の歌詞になるにあたり、右足、左足、頭
と動きが増えていく。歌詞は、「いつぽん」の部分の数が「にほん、さんぼん
…」と、 1本ずつ増えていく。このように歌詞を繰 り返すことで、全身を音
楽に合わせて動かして楽しむ遊び歌も存在する。音高の幅も広くないため、
子どもも慣れてくると口ずさみながらすることができるようになる。
【譜例10 「カナヅチトントン」】
②歌詞を伴わない音楽
保育園や幼稚園で使用する音楽は、歌詞がある音楽だけではない。音楽の
速さ、高低、リズム等を活かし、特徴のある音楽や和音を用いて、子どもの
動きや身体表現に働きかけることがある。言語的コミュニケーションの発達
していない子どもにとつて、音楽が行動の信号としての役害Jを果たしている。
短い音や音楽であれば 「立つ、座る、おじぎ、集合」等の合図や、「オバケ、
狼」等を始め劇遊びの効果音の役割を果たしている (譜例 11、 12)。譜例 13
は、絵本 「泣いた赤鬼」を元にし、劇遊びのために筆者が作曲した音楽であ
る。人間に恐れられた、強そ うな赤鬼が舞台へ登場するシーンで使用 した。
日本音話を淡々と話 しているイメージを左手で演奏 し、右手はそれに合わせ
て物語が展開していくイメージで作曲をした。4分音符と8分音符を淡々と
繰 り返す安定感のあるリズムは、鬼が ドシン、 ドシンと1歩ずつ大股で歩く
イメージによる。和音を弾くことで、鬼の怖さと力強さを低音で表現した。
【譜例12 「狼」】
」喜1,,
か 悉 づ ち トン トン 年ヽつまれ で トン トン ン な づ ち トン トン 春霧 彗 饉 奪 み
【譜例H 「おじぎ」】
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【譜例13
が='會
「赤鬼の登場」】
長い音楽であれば、「天国と地獄、アマリリス、さんぽ」等があげられ、走
る、スキップをする、揺れる、ジャンプをする等のいずれかの動きを促すこ
とが期待される。「アマ リリス」は整列する際の音楽として、「さんぽ」は歌
詞を歌わずに「Go stop遊び」の動きを促す音楽として使用をしていた。Go stop
遊びとは、音楽が流れている間はリズムに合わせて歩き、音楽が止まると動
きも止める遊びである。 リトミックとして、基本的な即時反応を養 うことが
できる。最初は2歳児クラスで 「天国と地獄」の音楽を使用し、歩かず走 り
ながらGo stop遊びをおこなったのだが、走ることに夢中になる子どもが多
くみられた。第Ⅱ章第1節の表からうかがえるように、3歳になると「簡単
な動作を伴いながら歌える」とい うように、2つの動作をすることができる
ようになる。3歳の誕生 日を迎える子どもの増え、また音に集中して聴 くこ
とができるように広く知 られている「さんぽ」の音楽を使用 したことで、Go
stop遊びのルールを守 りながら楽 しむ子どもが増加 した。Go stop遊びの応
用としては、止まる合図の他に「ジャンプ、片足、後ろに歩く」等の合図を
決めて増や していくと、より集中して聴く力と即時反応を養えるであろう。
また、この Go stop遊びを活かした行事活動についてふれたい。第Ⅱ章第
1節の表より、2歳は「象徴機能の発達により、大人と一緒に簡単なごっこ
ができるようになる」時期である。「さんぽ」の音楽を「メリーさんの羊」の
音楽に変更し、羊になりきつて歩くように伝える。止まる音の代わりに譜例
12の「狼」の音を使用し、狼役の保育士が羊役の子どもを追いかけ、子ども
は家に見立てた近くのフラフープに入つて逃げる「鬼ごっこ」のような遊び
もおこなった。これを発展させ、年末の生活発表会において 「狼と7匹の子
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ヤギ」の身体表現へと繋げていった。このように、歌詞を伴わない音楽も、
子どもの身体表現を促すために使われている。
③メディアで人気があり市販 されているCD
園の方針にもよるが、子 どもが好きなTV番組やアニメの音楽は、運動会
や身体表現遊びで使用されていることがよくある。「おかあさんといっしょ」
等のNHKの教育番組や ドラマ、 ドラえもんやジブリの音楽等、子ども心を
くすぐる音楽は沢山存在する。保育園で勤務 していた際は、NHKの教育番
組 「いないいないばぁ」で放送された 「ぐるぐる どつか―ん」の音楽と振
付を同じようにおこなったり、「マルマルモ リモリ」を歌つて踊つたりしてい
た。他の音楽としては「みんなとあそば、崖の上のポニョ、勇気 100%」等が
あげられる。これらは運動会の入退場や競技中の音楽、親子遠足等でも使用
された。 日常でよく見聞きしているため、親も子どもも口ずさみ、親 しみを
もち楽しむ姿がみられる。
④研修で学んだ遊び歌
保育士には、保育の質の向上のため研修制度が設けられている。発達障害
や食物アレルギーに関する研修もあれば、遊び歌作家による手遊びや身体表
現遊びに関する舞台を見て、童心に戻 り楽しみながら学ぶ研修もある。遊び
歌作家とは、保育経験等に基づき、子どもと楽しく遊ぶための歌を作つて広
める活動をしている方々を指す。著名な人物として、中川ひろたか氏やケロ
ポンズ等は全国公演をおこない、また、「おかあさんといっしょ」に楽曲提供
をおこなつている。他にも、アマチュアとして休 日に児童館で演奏活動をし
ている遊び歌作家も全国に 100組近く存在している。 1年に1度、東京にお
いて「A-1あそび うたグランプリ」が開かれ、全国各地の遊び歌作家が楽譜
を応募 し、著名な人物が審査をする大会がおこなわれている。
研修で学んだ遊び歌として、ケロポンズの「エビカニクス (譜例 14)」をあ
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げたい。エビ、カニという海の生物の名前と、エアロビクスのような音楽と
動き方が融合 した、テンポの良い音楽である。面白いタイ トルとい うことも
あり、保育園や幼稚園で働く多くの先生や子どもに知られている音楽である。
筆者の勤務先では、プール前の準備体操としても使用をしていた。年長にな
るにつれ、テンポの速さに合わせて全身を大きく動かすことができていた。
シンプルな歌詞 と、8分音符が続 くリズムの繰 り返 しのため、子 どもも親 し
みやすい。「エビ !」「カニ !」 とい う声に対応 して、生物の特徴を活かした
ポーズをとり、速さが少 し早くなるところも、盛 り上がるポイン トである。
【譜例14 「エビカニクス」】
碁錢=10
エビバディエ=カニ クスで エ ピ カ ニ_クス で エビカニ クスで
おど'ちや嚇工ごバディ
⑤他の保育士が使用 していた遊び歌
異年齢合同保育や複数担任により、他の保育士が設定保育を進めることが
ある。その際に知った「ふ うせん (譜例 15)」をあげたい。第Ⅱ章第2節のリ
トミックの具体例として述べた「大きな太鼓」と動きが似ているが、「ふ うせ
ん」の音楽のほうが、手を繋いで大きな輪になる表現のイメージがしやすい。
そのため、「ふ うせん」を先におこない、その後「大きな太鼓」へ繋げること
もおこなっていた。この音楽は、4小節と短く、イメージがしやすい簡単な
歌詞である。「ふ うふ う」と言いつつ広がり、「風船が大きく膨らんできたよ。
割れないようにね。」と声をかけながら大きく広がる。イメージを伴 うことで、
子ども達は後ろに倒れそうになる程、大きな輪を作つていた。また、同じ音
楽で歌詞の最後を「しばんだ」と変えて歌いつつ、手を繋いだまま中央に集
まる。これ らを数回繰 り返 し、大きく広がった後 「割れるよ、パチン」とい
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い、繋いでいた手を放す。音が階段状に上がっていく様子と、段々と膨 らむ
様子が重なり、イメージがよりしやすい音楽であるといえよう。
【譜例15 「ふうせん」】
●ョミ゛゛
また、豊かな身体表現や楽器を演奏するにあたり、リズムは欠かせない。
リズムについて遊びを通 して学ぶ方法として「果物ぱくつ (譜例 16)」をあげ
たい。子どもは食べ物に関する歌や絵本も良く好む。第Ⅱ章第1節の表より、
子どもは発達に応 じて語彙が増加 し、給食のデザー ト等にも興味を持つよう
になる。また、手を合わせる動きは早くて1歳からみられる。これらの特徴
を活かした遊びが「果物ぱくつ」である。食べたい物を手拍子で叩いた後、「ぱ
くっ」と食べる真似をする遊びである。これにより自然と、長い音符や、付
点、休符等のリズム感を身につける機会を得られる。手拍子ではなくカスタ
ネットやすずを使いおこなうことで、楽器に興味関心を持たす機会にもなる。
【譜例16.「果物ばくっ」】
⑥わらべうた
日本の伝承遊びである「わらべうた」にも、様々な身体表現が楽しめる遊
びが沢山存在する。わらべうたの特徴であるペンタトニック (五音音階)を
使用し、主に「ラ、ソ」「ラ、ソ、ミ」の音で構成されているものが多く、音
域も狭いため、子どもが簡単に覚えて口ずさみやすい。身体表現を楽しむわ
らべうたとして「たんぽぽ (譜例 17)」をあげたい。新入学になった春に、2
歳児クラスでおこなった。広い場所において、園児は保育士の前に集まつて
座り、保育士は歌いながら1拍ごとに子どもの頭に触れていく。歌詞の「と
フ
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んでけ」の 「け」の部分で頭を触 られた子どもは、風に飛ばされるたんぽぽ
の綿毛になりきり、好きなところに歩いていき座る。大変シンプルな歌と遊
び方であるが、自分の番がいつ来るのかを心待ちにし、集中して歌に聞き入
る姿がみられた。友達が自由に身体表現をして動く姿も見て楽しんでいた。
保育士に選ばれ、目があつた子どもは嬉しそ うに表現をおこなつていた。
【譜例17 「たんぽぽ」】
じ館1會傘
ぼ ぽ =ん ぼ ぼ む こう :ふ夕‐0き
以上、身体表現を促す音楽について、簡単にではあるが6つの分類に分け
て述べた。保育経験と今まで述べてきた表や分析 と照らし合わすと、シンプ
ルな歌詞、リズム、音域を、発達年齢に応 じて 日々の保育で取 り入れる重要
性を感 じた。子どもの気質もあるとは思 うが、いかに乳幼児のときから様々
な音楽に触れ、年齢に応 じた音楽を提供し、どれだけ身体を自由に動かす体
験をおこなうかは、子どもの人生における音楽的感性の伸びに影響を与える
であろう。音楽を苦手とする保育士により、子 どもが音楽に触発されて自由
に動く楽しさを味わえないのは可哀想な話である。研修で学び得たCDを私
用する、またはピアノの上手な先生に頼む等の工夫をおこない、身体表現を
楽しむ場を多く設けるべきである。
ヘ で
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第Ⅲ章 実践モデル としての 「遊び歌」の応用・発展
第 1節 既成 曲をア レンジした 「遊び歌」
第I章では海外と日本の「子どもの音楽」について、第Ⅱ章では子どもの
発達と音楽的感性、また身体表現について述べてきた。その中で、譜例とし
て様々な既成曲をあげてきた。第Ⅲ章では、第 I章と第Ⅱ章を基に、既成曲
と新たなる遊び歌の実践モデルと楽譜を作成することとする。
日々の生活のなかで、発達経過に相応しい遊び歌を楽しみながら取り組む
ことにより、既存のシチュエーション、つまり年間予定の「音楽会、生活発
表会 (劇遊び)」 において、日標発達過程まで水準をあげて、発表の舞台に立
たせたいものである。音楽会や生活発表会 (劇遊び)において1年の成果が
発表できるように、第一項は「リトミックとしてリズムにのりやすく、身体
を動かしやすい遊び歌」、第二項は「興味関心を持たせられるように、好きな
キャラクターやメディア関係 (TVのCM、 ドラマ、アニメ等)を使用した
遊び歌」、「楽器遊びの再考案」、「同じ音楽でも華やかに賑やかにする等の編
曲」に着目をして述べていきたい。なお、作成にあたり、第Ⅱ章第3節で述
べたように、「ピアノが苦手な保育士が多い、弾きながら子どもを見る余裕が
ない」というデメリットも考慮した。
第一項 リトミック
日本の童謡「ちょうちょ」は古くから日本で歌われ、現在の子どもにも大
人にも広く知られている。ハ長調16小節、飛躍音が少なく簡単な歌詞である。
今回はこの音楽を「①O～2歳未満を対象、②2～4歳未満を対象、③4～
6歳未満を対象」と3つの分類にし、実践モデルと楽譜や遊び方を述べてい
きたい。また、幼稚園教育要領や保育所保育指針に述べられている5領域や、
第Ⅱ章第1節も参考に述べたい。5領域とは、健康、人間関係、環境、言葉、
表現の5つを指し、各領域に「ねらい」と「内容」がある。
62
①O～2歳未満を対象
0～2歳未満は、好きな音楽を繰り返し聞いて楽しんだり、発音を真似た
り、一語発話をおこなう時期である。また、手遊びも真似て楽しむことがで
きるようになる。そのため、保育士は手遊び「ぐ―ちょきぱ―でなにつくろ
う (図1)」をおこない、両手で「ちょうちょ」の動きを表現して見せたり、
その動きの後に続いて「ちょうちょ」を歌つて聞かせたりして、音楽に触れ
て楽しめるような場を持つと良いであろう。
→   チョキ → パーで
グー →   チョキ →    パーで
両手でグー、チョキ、パーをする
iゝ
(歌詞)ちょうちょ
ちょうちょ
4.羽のようにパタ
パタと手を動かす
b⇒
(歌詞)なにつくろう   (歌詞)みぎてはパーで
なにつくろう     ひだりてもパーで
2.揺れる       3.歌詞通 り手を出す
【図1 「ちょうちょ」遊び方】
文部科学省の幼稚園教育要領と厚生労働省の保育所保育指針では、小学校
就学前に育つことが期待される5領域が述べられている。その5領域におい
て、「人間関係」のねらい「(2)身近な人と親しみ、関わりを深め、愛情や
信頼感をもつ」と、「表現」のねらい「(1)いろいろなものの美しさなどに
対する豊かな感性をもつ」の部分にあたる。
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②2～4歳未満を対象
2～4歳未満は、音の強弱や速度に興味を示したり、簡単な動作 (歩く、
走る等)を伴いながら歌えたりする時期である。また、象徴機能の発達によ
りごつこ遊びも可能になってくる。つまり、物を何かに見立てたり、対象物
になりきろうとしたりする姿が見られるようになる。
そのため、保育士は歌い方や演奏の工夫をおこなうことで、つまり、音の
強弱や速度、音の高さや低さ等を工夫することで、子どもの音楽的感性を刺
激できるであろう。また象徴機能の発達により、両手を蝶々に見立てたり、
自分自身が蝶々になりきり、歩き回つたりすることができるようになる。は
じめはBGMのように音楽を流して「蝶々の表現を楽しむ」ことに重′点を置
き、慣れてきたら子どもも共に歌いながら表現を楽しめる場を持つと良い。
子どもの声域も3～5歳のときに二～イまで拡大するため、「ちょうちょ」が
次第と容易に歌えるようになるであろう。
5領域では、①で述べたことと同様である。加えて、「表現」のねらい「(3)
生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ」も該当する。
③4～6歳未満を対象
4～6歳未満は、言葉や音楽のリズムに同期する能力が高くなり、音楽の
構造的なまとまりをもち、拍子感ある表現がみられはじめる。また、歌いな
がら、遊び、音色、高さ、テンポ、強弱の違いや、旋律の特徴や、音楽技法
(トレモロ等)も聞き分けることができるようになる。表現に関しては、瞬
間的な感情から思いつくままに表現をおこない、調和のとれていない個人的
表現がみられる。
そのため保育士は、②で述べたように歌い方や弾き方を工夫し、また歌詞
を活かして身体表現を促進できる場を持つと良い。例えば、部屋の壁6箇所
に黄色と桃色の紙を大きく貼り、子ども達と保育者は蝶々になりきる。音楽
を聞き、歌詞を歌いながら、「なのはな」の歌詞では黄色の紙へ、「さくら」
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の歌詞では桃色の紙へ、「はなからはなへ」では他の色の所へ飛んで移る遊び
をおこなう (図2)。他に、第Ⅱ章第3節でふれた「Go stop遊び」のように、
途中で音楽を止めたり合図をカロえた りして、身体表現を楽しむ方法がある。
低音の トレモロを弾き「嵐がきた」と言つたのち、低音で早く「ちょうちょ」
を弾くことで、「嵐の中、はばたく蝶々」の身体表現を促せるであろう。
桃色     黄色
賛色      桃色 黄色
考えられる
子どもの動線
【図2 「ちょうちょ」子どもの動線】
5領域では、②で述べたことに加え、「表現」のねらい「(2)感じたこと
や考えたことを自分なりに表現して楽しむ」の部分にあたる。
このように同じ音楽であつても、発達に応じた遊び方ができる。
また、この音楽をピアノ演奏が苦手な保育士でも簡単に演奏ができるよう、
簡単な楽譜を作成した (譜例 1)。左手は重たくなりすぎず、軽やかな動きが
でるように2分音符を使用した。2分音符を使うことにより、 1、3拍目に
音が変わるタイミングが分かりやすく弾きやすくなる。歌のモチーフにあわ
せ4小節ずつの段落し、歌詞を書き、色付けをしていることにも理由がある。
ピアノが苦手な保育士が、ピアノの演奏中に楽譜から子どもヘロをやつたの
ち、再度弾くことを容易にしてくれる。同じ色の目印になるシール等をピア
ノに貼ることを薦める。目印は貼りすぎず、最低の枚数で良い (図3)。シー
ル等は指で隠れないように、弾く場所よりも上に貼ると良い。右側水色の目
印に右手小指を、左側赤色の目印に左手小指を置くと、「ちょうちょ」1小節
目の始めの音を弾くことができる。それらの音を基準に1音ずつ手を鍵盤の
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上に置くと、左手親指 (ソの音)が次に弾く音にあたり、その次は左手を広
げて小指で黄色を弾き、また左手親指 (ソの音)を弾くことを容易にする。
左手が容易な動きになれば、右手のメロディに集中したり、左手の簡易伴奏
と歌のメロディをおこないながら、子どもの様子をみたりする余裕が生まれ
るであろう。
譜例2のように左手を8分音符で演奏することは、子どもの気持ちを高め
すぎて走ることに夢中になつてしまう可能性がある。さらに、ピアノが苦手
な保育士にとっては子ども1人ひとりの表現を見るよりも、弾くことに目が
いってしまう。そのため譜例1の使用を薦める。
【図3 ピアノの鍵盤】
【譜例1 「ちょうちょ」左手が2分音符】
ちょ う ちょ
な  の  は  に あ  い  た  ら
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ちょ う ちょ
【譜例2 「ちょうちょ」左手が8分音符】
第二項 器楽合奏
幼稚園教育要領では「表現」の内容 (6)に、保育所保育指針では「表現」
の内容 (8)に「音楽に親 しみ、歌を歌つたり、簡単なリズム楽器を使つた
りなどする楽しさを味わう」と書かれている。楽器による合奏曲を華やかに
賑やかに編曲するにあたり、簡単にまとめると以下のとおりである。
・4歳頃になると、楽器の形状等に触発され 「グリッサン ドや音階、
音程のパターン、 トリルや トレモロ等の技法」を使用し始める。
・鍵盤ハーモニカは 「飛躍音が少ない、同じメロディの繰 り返 しが使わ
れている、シャープやフラットの変化記号が少ない」ものが弾きやすい。
・ 5歳頃の子どもの発声持続時間は7秒である。
これらに加え「みんなが同等なリズムの出番 と役割があるように考慮 しつ
つ、今回の編曲を試みた。また第Ⅱ章第3節の表 1も参照にした。楽器に興
味がでる4～6歳未満の子どもを対象とし、子どもが好むキャラクターに関
する音楽として 「アンパンマンのマーチ (譜例 3)」を編曲した。
編曲に関して、まず保育士のピアノ演奏については、ピアノが苦手な保育
士のために、指を滑らかに動かして簡単に奏でやすい音と、簡単なリズムで
演奏ができるよう考慮 した。難 からは、子どもの器楽合奏が目立つように、
両手で伴奏を演奏するように編曲をしている。前奏 と終わりはほぼ同じ音楽
にし、容易に演奏ができるように考慮した。
次に、子どもの楽器演奏について述べたい。翻 の部分が一番盛り上がり全
員で楽器が演奏をするため、主な楽器を範 と難 で分けた。轟 の部分で盛り
上げたいためは、甕1には繊細で軽い音色の楽器として「すず、 トライアング
〜
?
―
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ル、本琴、小太鼓」を使用した。それ以外の楽器が日立つ場として「カスタ
ネット、タンブリン、大太鼓」を覇濾で使用した。シンバルは大変響きが目
立つため、籍 こ使用し、繰り返しの演奏の中で目立つようにした。
タンブリン、すず、 トライアングルに関しては選譲の最後にトレモロを入
れて、音楽が最も賑やかに華やかに終わることができるようにした。木琴に
関しては、1灘のところにグリッサン ドを使用 し、量〕こ向けて盛 り上がるよう
に考慮した。け の部分は、メロディが保育士のピアノから鍵盤ハー モニカと
木琴へと移る。吹奏楽器である鍵盤ハーモニカだけのメロディでは、演奏が
遅れがちになりやすいため、はっきリリズムが分かる木琴を重ねる配慮をお
こなった。以上のように、各楽器や音楽の特徴を活かし、編曲をおこなった。
保育園にある楽器の数や子 どもの人数にもよるが、筆者は舞台上の並びを
図4のように想定して編曲をおこなった。
2
段
自
審 席 側
※鍵盤ハーモニカは、正座をして演奏する。
※雛壇を2段使用する。
【図4 配置図と人数分布図】
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タンプリン カスタネット
〇〇〇◎◎◎□□□
[本琴 〕 回 [本琴 ][_木琴 ][木琴 ]
◇ ◇◇ ◆◇◆◆
銀 盤 ハ ー モ ニ カ
カスタネット (3人)、 タンブリ
トライアングル (3人)、 小太鼓
木琴 (5人)、 シンバル (2人)、
ン (3人)、 すず (3人)
(2人)、 大太鼓 (2人)
鍵盤ハーモニカ (7人)
【譜例3 「アンパンマンのマーチ」】
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夢ンツ警ン
ずず
トライアング
1寒等
導蠅
機
シンパル
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紗 ノ
(鏃籍童)
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アン′ミンマンのマーチ
鑢 ハーモ三
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第 2節 新たなる「遊び歌」
本節では今まで述べてきた事柄を参考に、オリジナルの新たな「遊び歌」
の実践モデルと楽譜の作成をおこなう。作成にあたり、近年の社会情勢をも
とに、今後の幼稚園教育や保育園に求められるシチ三ェーションを2つ設定
し、実践モデルと楽譜の作成を試みた。
第一項 ふれあい遊び
近年、異年齢合同保育や幼保一元化の話題もでていた。また、中学や高校
の道徳教育として交流の場をもつたり、園周辺に住む親子や老人と地域交流
の場をもつたりする機会もでてきた。時代と共に、両親共働きが増えたり、
夫が家事をする主夫であったり、「イクメン、イクジイ」と呼ばれる育児をす
る男性が現れている。また、核家族化による祖父母 と子どもの関係が希薄に
なってきている。筆者はこれ らの現状から「どのような年齢でも、ふれあえ
る遊び歌」として、「はぐちゅつちゅ (譜例 4)」を作成 した。
音楽的分析をおこなうと、次のようになる。歌と歌詞の構成はA―A―B―
B'一A―Aと繰 り返しを多く使い、耳に残るようにした。「はぐちゅっちゅ」
とい う言葉が持つ抑揚やモーラの長さを活かした音程や リズムを使い、歌い
やすくした。4分の3拍子というワルツのリズムと J司」 」 というリズム
を使い、子どもが会話する速さで歌 うことで、生き生きと明るい歌になった。
歌詞は、親 しい人のぬくもりを感 じることが好きな子ども心を活かした内
容にした。誰とでも触れ合 うことで親 しくなれるように、「ハグ (抱つこ)」
と「ちゅっ (キス)」 とい う言葉を使用した。子どもの発声持続時間も考慮 し、
2小節ごとに息継ぎをして歌 うことも可能である。歌詞 「とても、とても」
や「ぎゅ―っと、ぎゅ―っと」「ず―っと、ず―つと」の部分は、言葉の繰 り
返 しとモーラを伸ばし、またこの歌の最高音を使 うことで、歌の中で最も強
調する効果を与えている。図5の遊び方のイラス トからも、この強調部分で
は相手の人としつかり触れ合 う時間としていることがうかがえる。
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【譜例4 「はぐちゅつちゅ」】
―
      =
は ぐ ちゅ寧 ちゅ争
鐵 ぐ ちゃ會 参かつ
雛 ぐ も簿,事ゅ,
は ぐ ちゅゥ ち摯ゅ
はぐちゅつちゅ
な ぐ 藝準っ ち摯ゅ
な ぐ参餞つ ちゅゅ
?
?
?
?
?
?
奮騨警1懸:懇本干桂
Tempo di下轟ltz
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?
?
75
(歌詞)はぐちゅつちゅ →  はぐちゅつちゅ
/
ス キ ス  →  キ
1.手を繋いで左右に揺らす
(歌詞)とつても とても…
2.手を大きく2回まわす
(歌詞)ずつと ずつと…
3.ぎゅつと抱き合う
4.1を繰 り返す
【図5 「はぐちゅつちゅ」の遊び方】
この遊び歌は、0歳から年配の方までを対象としている。O歳であれば親
子で、友達に興味を持ちはじめる3歳頃からは同い年や年上の人と、2～3
人で触れ合いを楽しむ遊び歌である。
実際にこの遊び歌を使用 した園の保育士からは、「子どもが照れて逃げよう
とする姿もあつたが、ぎゅつとされると嬉 しい顔になつている」という微笑
ましい言葉をいただいている。
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第二項 ビー ト感を伴 う「遊び歌」
保育園では様々な年間行事がある。なかでも、音楽が使用され、一番の成
長を見せる場として 「音楽会や生活発表会」があげられる。それ らの場に向
けて、日常保育で 「遊び歌」等を使用することはあるが、その他にも、親子
や地域の子どもや老人と触れ合いの場でも「遊び歌」を使用することもある。
今後の幼稚園や保育園に求められる新たなシチュエーションとして、「グロ
ーバルな社会へ」「異国の文化と日本の文化の融合」とい う点に着 日して述ベ
ていきたい。近年、小学校や中学校では必須選択 としてヒップホップダンス
が取 り入れられている。また、小学校において英語の授業が必修化するよう
になる等、開かれたグローバルな社会になることに向けた動きが多々みられ
る。そのような社会情勢に応 じて、日本独自の伝統的なリズムだけを身につ
けるのではなく、吸収性がある幼いときから、英語圏の音楽や言葉、リズム
やビー トに慣れ親 しむと良いであろう。
英語圏のリズムやビー トを取 り入れた遊び歌の作成を試みる前に、ヒップ
ホップについて簡単に述べたい。ヒップホップとは、アメリカのブロンクス
地区のアフリカ系アメリカ人やジャマイカ系黒人のゲッ トー により誕生した。
いつから始まつたかは正確に特定できないが、ヒップホップとい う名前にな
ったのは 1974年である。ヒップホップを構成する4つのものとして「MC(ラ
ッパー)、 DJ(ターンテーブリス ト)、 グラフィティ、ブレイクダンス」で
ある。本論文では、ブレイクダンスをヒップホップとして述べていきたい。
ビー トについても簡単に述べたい。ビー ト (beat)とは英和辞典で 「拍子
をとる」と書かれている。音楽におけるリズム感のことであり、本論文では
ドラム・ビー トのことを指す。裏拍にアクセン トを置くと、ビー ト感がでる。
ビー トを意識 した 「遊び歌」の新曲作成を行いたいものの、筆者にとつて
リズム感の馴染みが薄いこともあり、作成に時間を要 した。裏拍と、日本語
のモーラで表せない英単語がもつ リズムを使用することで、ビー ト感を出す
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ことにした。結果、「ハロウィン (譜例 5)」の作成をおこなつた。ハロウィ
ンはアメリカで民間行事の1つであり、日本の保育園や幼稚園でも仮装をお
こなう等、行事の1つとしているところが多い。
「ハロウィン」の作成について音楽的分析をおこないたい。歌詞について
は、子どもが興味を持つている「おばけ」「変身」とい う言葉を使用 した。歌
詞 「ん―」とい うところは、化け物が持つ不気味さを音で表 し、身体表現を
楽しめるような時間を作つた。 日本語では「ハロウイン」の 「ハ」の部分に
アクセン トを置いて発音することがほとんどだが、本来、英語の発音では「ウ
ィ」の部分にアクセントがくる。小節 1拍目の強拍に 「ウィ」が当たるよう
に作成することで、アクセン トの位置が日立つようになつた。裏拍を意識 し
た蒻起の遊び歌は、小節1拍日の歌詞を目立たせる効果が期待されることが
判明した。また、裏拍の遊び歌の作成は歌に勢いと流れを与えることも判明
した。そのため、「おどろかせちやおうか」という歌詞がリズミカルになり、
また最後に半音あがる部分を作つたことで、遊び歌にドキドキとした緊張と
期待の効果を生み出した。さらに、この遊び歌は短調で作成し、ハロウィン
や化け物の不気味さを引き立たせた。子どもの発声持続時間も考慮し、2小
節ごとに息継ぎをして歌うことも可能にしている。歌詞は4番まで作成した
が、アレンジとして「黒猫、猫娘、案山子おばけ、3つ目小僧、ミイラ、ク
モ男、コオモリ」等の化け物の名前に変えて、身体表現を楽しむことも可能
である。遊び方については図6に掲載をおこなつた。
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【譜例5 「ハロウイン」】
鯨 姦響
ハ懇ウィン
鮮総悔曲 :藤本千機
緩 くー′ヽ彗  サインだ れ 琶 お ご う か せ ちや おう
ー番  ぽ
澪ギ  壽
歌‐   藝ぶ
おおお み
へ ん 移 ん 事 巻 脅
トリックオフ トリニト
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(歌詞)きようはハロウイン ハロウィン
1.両手を前にして、左右に揺れる
(歌詞)だれをおどろかせちやおうか
2.周りを指さし見渡す
ゆ
(歌詞)ぼくは ○○に
3.自分自身を指さす
(歌詞)ん―…
5.お化けの特徴を身体で表現する
【図6 「ハロウイン」遊び方】
この遊び歌は、音楽に合わせて全身を使つて表現遊びを楽しめる2歳頃以
上を対象とし、集団で楽しむことが可能である。保育士や保護者 と共に遊ぶ
ことも可能である。
(歌詞)へんしんするぞ
4.変身するお化けのポーズをとる
(歌詞)トリック オア トリー ト
6.ポーズをとる
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お わ りに
今回の修士論文では、海外 と日本の保育園や幼稚園の変遷や、子どもの身
体発達と音楽的感性の関係について調べ、子どもの発達にふさわしい
「遊び
歌」の新曲作成を試みた。今後の課題も少し残つたが、現在どのようなこと
を学び得たか、以下のようにまとめた。
第 I章では、海外と日本の 「子どもの音楽」の変遷を調べ、譜例や図を用
いて比較考察をおこなうことで、いくつか共通点や特徴をあらわにすること
ができた。各国の 「子どもの音楽」は、狩猟民族か農耕民族か等の歴史的・
文化的背景や、母国語の持つアクセントや リズムが影響を与えていた。その
ため、欧米諸国では弱起始まりの音楽が多くみられた。各国の伝統的な「子
どもの歌」も日本のペンタ トニックのように特徴があり、海外も日本も共に
子どもの生活に親 しみ深い「食事、数字、生物 (動物や植物)、 身体、日常生
活、乗 り物」等が歌詞の題材になつていた。また、どの音楽も「歌詞も音楽
も短い、繰 り返 しがある」等の特徴が見られた。
第Ⅱ章では、身体発達段階と音楽の関係性を深く学ぶことができた。子ど
もの身体表現と音楽能力の成長発達を、「耳、日、身体、その他」の4項目ご
とに年齢順に並べて表と補足を作ることで、体験的にではなく発達の根拠を
もとに「遊び歌」の新曲作成へ活かすことができた。今回の第Ⅱ章の学びも
共に、子どもの発達段階にあつた音楽を聞かせていきたいものである。
第Ⅲ章では、既成曲と新曲作成をおこなうにあた り、新たな気づきを得る
ことができた。新曲作成では弱起の遊び歌の作成は困難を極めたものの、裏
拍を活かすことで、次の小節の始めにくる歌詞の意味を強く伝えることがで
きることが分かつた。
以上より今後、生活環境や子どもの適正年齢を考慮 し、時代 と共に求めら
れる場面を想定した新曲作成が求められるであろう。今回の気づきや学びを
新曲作成に活かすと共に、第Ⅲ章で述べた編曲や新曲を子ども達と関わる場
で実践し、子どもの反応をふまえて再考案を繰 り返 しおこなつていきたい。
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日本放送協会編『NHKみんなのうた楽譜集6』 日本放送出版協会、1966
日本放送協会編『NHKみんなのうた楽譜集7』 日本放送出版協会、1967
日本放送協会編『NHKみんなのうた楽譜集8』 日本放送出版協会、1968
日本放送協会編『NHKみんなのうた楽譜集9』 日本放送出版協会、1969
佐藤千賀子『よりすぐり名曲合奏楽譜集』ひかりのくに、2013
芦川登美子『おかあさん・おとうさんに聴かせたい 器楽合奏ソング集』自
由現代社、2012
安藤真裕子、泉まりこ『2～5歳児のやさしい・楽しい 器楽合奏集』ナツ
クくな上、 2011
湯川徹、さいとうみのる『やさしくたのしい器楽合奏曲集』民衆社、
2009
芦川登美子『すぐできる!器楽合奏集』自由現代社、2010
<HP>
マリア 0モンテッソ~り 音感ベル
http://ameb10。jp/noridOr00123/entry-11086562608.html
カール 。オルフ オルフ楽器
http://WWW.animatO一jp.net/～se/musicedu/olff.html
メデーーリト民 言語  http://Wwwo WOrldf01ksong.COm/songb00k/others/kyekye.htm
マザ~グ~スクラブhttp://―.mOthergooSeClub.com/about.php
ザ・ウィグルスhttp://酬.thewiggleso com/
ジエフのインタビユ~
http://WWW.Cheers.COmo au/entertainment/interview/643/
うたごえサークルおけら
http://bunbun.booo jp/okera/W_Shouka/shOka_indexo htm
明 治 の 唱 歌 http://岬.geOCities.jp/SaitOhmOto/hObby/musiC/music.html
デンバー式発達スクリーニング検査改定 日本版
http://WWW.dinf.ne.jp/dOC/japanese/prd1/jsrd/norma/n175/img/n175_078
i01.gif
発 達 検 査 (KIDS)http://―.こOder.or.jp/test/kidsSample.pdf
中島祥好「音楽心理学への御招待①」
http://WWW.design.kyushu―u.ac.jp/～ynhOme/」PN/Auditory/Book/Onshin/on
shin1/Onshintitleo html
中島祥好「音楽心理学への御招待②」
http://WWW.design.kyushu―u.ac.jp/～ynhOme/」PN/Auditory/Book/Onshin/on
shin2/onshintitle2.html
斎藤寛「音楽心理学コラム」http://―・OtOkano com/musiCpSyChology/
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